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本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
議
会
議
員
又
は
埼
玉
県
知
事
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
等
の
公
営

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
四
十
二
号
）
（
市
町
村
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
、
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
の
作
成
及
び
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
の
作

成
の
公
営
に
係
る
公
費
負
担
額
を
改
定
す
る
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 

㈠ 

選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
の
公
営 

 
 

（
例
）
自
動
車
の
借
入
れ
（
一
日
当
た
り
） 

現
行 

 

一
万
五
千
三
百
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

改
正
後 

一
万
五
千
八
百
円 

 

㈡ 

選
挙
運
動
用
ビ
ラ
の
作
成
の
公
営 

 
 

（
例
）
五
万
枚
以
下
（
一
枚
当
た
り
） 

現
行 

 
 

七
円
三
十
銭 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

改
正
後 
七
円
五
十
一
銭 

 

㈢ 

選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
の
公
営 

 
 

（
例
）
印
刷
費
（
一
枚
当
た
り
） 

ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
数
が
五
百
以
下 

現
行 

 

五
百
十
円
四
十
八
銭 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

改
正
後 

五
百
二
十
五
円
六
銭 

三 

施
行
期
日
等 

 
 

公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
施
行
の
日
以
後
そ
の
期
日
を
告
示
さ
れ
る
選
挙
か
ら
適
用 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
四
十
三
号
）
（
税
務
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

地
方
税
法
の
一
部
改
正
等
に
伴
い
、
法
人
県
民
税
法
人
税
割
の
税
率
を
引
き
下
げ
、
法
人
事

業
税
の
税
率
の
特
例
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
自
動
車
取
得
税
の
廃
止
、
自
動
車
税
の
環
境
性

能
割
の
創
設
等
を
行
う
。 

二 

内
容 

 

㈠ 

法
人
県
民
税 

 
 

 

地
方
法
人
税
（
国
税
）
の
税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
法
人
税
割
の
税
率
を

引
き
下
げ
る
。 

 

㈡ 

法
人
事
業
税 

 
 

 

地
方
法
人
特
別
税
（
国
税
）
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
法
人
事
業
税
の
税
率
の
特
例

を
廃
止
す
る
。 

 

㈢ 

自
動
車
取
得
税 

 
 

 

自
動
車
取
得
税
を
廃
止
す
る
。 

 

㈣ 

自
動
車
税 

 
 

ア 

自
動
車
（
軽
自
動
車
税
の
対
象
車
を
除
く
。
）
の
取
得
時
に
新
た
に
環
境
性
能
割
を
課

税
す
る
。 

 
 

イ 

現
行
の
自
動
車
税
に
つ
い
て
「
種
別
割
」
と
名
称
変
更
す
る
。 

 
 

ウ 

環
境
性
能
等
が
優
れ
た
自
動
車
の
税
率
を
軽
減
す
る
特
例
措
置
（
軽
課
）
に
つ
い
て
、

燃
費
基
準
の
向
上
に
応
じ
て
対
象
を
見
直
す
と
と
も
に
、
適
用
期
限
を
一
年
延
長
す
る
。

ま
た
、
一
定
年
数
を
経
過
し
た
自
動
車
の
税
率
を
重
く
す
る
特
例
措
置
（
重
課
）
に
つ
い

て
、
適
用
期
限
を
一
年
延
長
す
る
。 

 

㈤ 

そ
の
他 

 
 

 

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
規
定
の
整
備
を
行
う
。 

三 

施
行
期
日 

 
 

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
。
た
だ
し
、
二
㈤
の
う
ち
個
人
県
民
税
に
係
る
規
定
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
平
成
三
十
年
一
月
一
日
。 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
四
十
四
号
）

（
産
業
支
援
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
に
新
た
に
導
入
し
た
試
験
研
究
機
器
の
使
用
料
を
定
め
る
。 

二 

内
容 

 
 

次
の
四
点
を
条
例
に
追
加
す
る
。 

 
 

・
全
焦
点
三
次
元
形
状
測
定
機 

一
時
間 

一
、
六
二
〇
円 

 
 

・
電
磁
式
・
渦
電
流
式
膜
厚
計 
一
時
間 

 
 

一
三
〇
円 

 
 

・
振
動
試
験
機 

 
 

 
 

 
 

一
時
間 

二
、
二
三
〇
円 

 
 

・
蛍
光
Ｘ
線
微
小
部
分
析
計 

 

一
時
間 

 
 

二
六
〇
円 

三 

施
行
期
日 

 
 

公
布
の
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
四
十
五
号
）
（
保
健
体
育
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

公
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る 

 

政
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
県
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
に
対
す
る 

 

 

休
業
補
償
等
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
補
償
基
礎
額
及
び
介
護
補
償
の
額
を
改
定
等
す
る
た 

 

め
の
改
正 

二 

内
容 

 
 

補
償
基
礎
額
、
介
護
補
償
の
額
及
び
傷
病
補
償
年
金
等
と
障
害
厚
生
年
金
等
と
が
同
一
の
事 

 

 

由
に
よ
り
併
給
さ
れ
る
場
合
の
調
整
率
の
改
定 

三 

施
行
期
日 

 
 

公
布
の
日 

 

 
 

 



条

例 

埼
玉
県
議
会
議
員
又
は
埼
玉
県
知
事
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
等
の
公
営

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
条
例
第
四
十
二
号 

埼
玉
県
議
会
議
員
又
は
埼
玉
県
知
事
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
等
の

公
営
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
議
会
議
員
又
は
埼
玉
県
知
事
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
等
の
公
営

に
関
す
る
条
例
（
平
成
五
年
埼
玉
県
条
例
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
四
条
第
二
号
イ
中
「
一
万
五
千
三
百
円
」
を
「
一
万
五
千
八
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
七

千
三
百
五
十
円
」
を
「
七
千
五
百
六
十
円
」
に
改
め
る
。 

 

第
九
条
第
一
号
中
「
七
円
三
十
銭
」
を
「
七
円
五
十
一
銭
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
四
円

八
十
八
銭
」
を
「
五
円
二
銭
」
に
、
「
三
十
六
万
五
千
円
」
を
「
三
十
七
万
五
千
五
百
円
」
に
改

め
る
。 

 

第
十
三
条
第
一
号
中
「
五
百
十
円
四
十
八
銭
」
を
「
五
百
二
十
五
円
六
銭
」
に
、
「
三
十
万
千

八
百
七
十
五
円
」
を
「
三
十
一
万
五
百
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
二
十
六
円
七
十
三
銭
」

を
「
二
十
七
円
五
十
銭
」
に
、
「
五
十
五
万
七
千
百
十
五
円
」
を
「
五
十
七
万
三
千
三
十
円
」
に

改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
埼
玉
県
議
会
議
員
又
は
埼
玉
県
知
事
の
選

挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
等
の
公
営
に
関
す
る
条
例
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施

行
の
日
以
後
そ
の
期
日
を
告
示
さ
れ
る
選
挙
か
ら
適
用
す
る
。 

 



条

例 

埼
玉
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
条
例
第
四
十
三
号 

 
 

 

埼
玉
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

（
埼
玉
県
税
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 

埼
玉
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

 

目
次
中
「
第
三
十
四
条
の
八
」
を
「
第
四
十
五
条
」
に
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を
「
第
七
節 

軽
油
引
取
税
（
第
四
十
六
条
―
第
四 

 

十
六
条
の
二
十
四
）
」
に
、
「
第
五
十
五
条
の
二
」
を
「
第
五
十
五
条
の
十
九
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
条
第
一
項
中
第
七
号
を
削
り
、
第
八
号
を
第
七
号
と
し
、
第
九
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で

を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。 

 

第
四
条
第
二
項
第
五
号
中
「
自
動
車
取
得
税
及
び
」
を
削
る
。 

 

第
七
条
第
一
項
中
第
七
号
を
削
り
、
第
八
号
を
第
七
号
と
し
、
第
九
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で

を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。 

 

第
十
四
条
第
二
項
中
「
第
五
十
五
条
の
二
」
を
「
第
五
十
五
条
の
十
九
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
五
条
第
一
項
中
「
自
動
車
税
」
の
下
に
「
の
種
別
割
」
を
加
え
る
。 

 

第
三
十
条
の
二
中
「
百
分
の
三
・
二
」
を
「
百
分
の
一
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
章
第
七
節
の
節
名
を
削
る
。 

 

第
三
十
五
条
か
ら
第
四
十
五
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

第
三
十
五
条
か
ら
第
四
十
五
条
ま
で 

削
除 

 

第
四
十
五
条
の
二
及
び
第
四
十
五
条
の
三
を
削
る
。 

 

第
二
章
第
七
節
の
二
を
同
章
第
七
節
と
す
る
。 

 

第
四
十
七
条
か
ら
第
四
十
九
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

（
自
動
車
税
の
納
税
義
務
者
等
） 

第
四
十
七
条 

自
動
車
税
は
、
自
動
車
に
対
し
、
当
該
自
動
車
の
取
得
者
に
環
境
性
能
割
に
よ

つ
て
、
当
該
自
動
車
の
所
有
者
に
種
別
割
に
よ
つ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
課
す
る
。 

２ 

前
項
に
規
定
す
る
自
動
車
の
取
得
者
に
は
、
製
造
に
よ
り
自
動
車
を
取
得
し
た
自
動
車
製

造
業
者
、
販
売
の
た
め
に
自
動
車
を
取
得
し
た
自
動
車
販
売
業
者
そ
の
他
運
行
（
道
路
運
送

車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
運
行
を
い
う
。

「
第
七
節 

自
動
車
取
得
税
（
第 

 

第
七
節
の
二 

軽
油
引
取
税
（
第 

三
十
五
条
―
第
四
十
五
条
の
三
） 

四
十
六
条
―
第
四
十
六
条
の
二
十
四
）
」 



次
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
外
の
目
的
に
供
す
る
た
め
に
自
動
車
を
取

得
し
た
者
と
し
て
施
行
令
で
定
め
る
も
の
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。 

３ 

自
動
車
の
所
有
者
が
法
第
百
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
種
別
割
を
課
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
自
動
車
の
使
用
者

に
種
別
割
を
課
す
る
。
た
だ
し
、
公
用
又
は
公
共
の
用
に
供
す
る
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。 

 

（
自
動
車
税
の
み
な
す
課
税
） 

第
四
十
八
条 

自
動
車
の
売
買
契
約
に
お
い
て
売
主
が
当
該
自
動
車
の
所
有
権
を
留
保
し
て
い

る
場
合
に
は
、
自
動
車
税
の
賦
課
徴
収
に
つ
い
て
は
、
買
主
を
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
自

動
車
の
取
得
者
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
自
動
車
の
取
得
者
」
と
い
う
。
）
及
び
自
動
車

の
所
有
者
と
み
な
し
て
、
自
動
車
税
を
課
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
売
買
契
約
に
係
る
自
動
車
に
つ
い
て
、
買
主
の
変
更
が
あ

つ
た
と
き
は
、
新
た
に
買
主
と
な
る
者
を
自
動
車
の
取
得
者
及
び
自
動
車
の
所
有
者
と
み
な

し
て
、
自
動
車
税
を
課
す
る
。 

３ 

自
動
車
製
造
業
者
、
自
動
車
販
売
業
者
又
は
前
条
第
二
項
の
施
行
令
で
定
め
る
自
動
車
を

取
得
し
た
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
販
売
業
者
等
」
と
い
う
。
）
が
、
そ
の
製
造
に
よ

り
取
得
し
た
自
動
車
又
は
そ
の
販
売
の
た
め
そ
の
他
運
行
以
外
の
目
的
に
供
す
る
た
め
取
得

し
た
自
動
車
に
つ
い
て
、
当
該
販
売
業
者
等
が
、
道
路
運
送
車
両
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定

す
る
新
規
登
録
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
新
規
登
録
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
場
合
（
当

該
新
規
登
録
前
に
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
売
買
契
約
の
締
結
が
行
わ
れ
た
場
合
を

除
く
。
）
に
は
、
当
該
販
売
業
者
等
を
自
動
車
の
取
得
者
と
み
な
し
て
、
環
境
性
能
割
を
課

す
る
。 

４ 

法
の
施
行
地
外
で
自
動
車
を
取
得
し
た
者
が
、
当
該
自
動
車
を
法
の
施
行
地
内
に
持
ち
込

ん
で
運
行
の
用
に
供
し
た
場
合
に
は
、
当
該
自
動
車
を
運
行
の
用
に
供
す
る
者
を
自
動
車
の

取
得
者
と
み
な
し
て
、
環
境
性
能
割
を
課
す
る
。 

 

（
日
本
赤
十
字
社
の
所
有
す
る
自
動
車
に
対
す
る
自
動
車
税
の
非
課
税
） 

第
四
十
九
条 

法
第
百
四
十
八
条
第
二
項
の
条
例
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

主
と
し
て
巡
回
診
療
又
は
患
者
の
輸
送
の
用
に
供
す
る
自
動
車 

 

二 

主
と
し
て
血
液
事
業
の
用
に
供
す
る
自
動
車 

 

三 

主
と
し
て
救
護
資
材
の
運
搬
の
用
に
供
す
る
自
動
車 

 

四 

救
急
専
用
自
動
車
及
び
前
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車
に
類
す
る
自
動
車
で
知
事
の
認
め
る

も
の 

 

第
五
十
五
条
の
二
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
自
動
車
税
」
を
「
種
別
割
」
に
改
め
、
同
条



を
第
五
十
五
条
の
十
九
と
す
る
。 

 

第
五
十
五
条
の
見
出
し
中
「
自
動
車
税
」
を
「
種
別
割
」
に
改
め
、
同
条
中
「
自
動
車
税
」

を
「
種
別
割
」
に
、
「
に
お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
五
条
の
十
八
と

す
る
。 

 

第
五
十
四
条
の
見
出
し
中
「
自
動
車
税
」
を
「
種
別
割
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
自
動

車
税
」
を
「
種
別
割
」
に
、
「
法
第
百
四
十
五
条
第
二
項
」
を
「
第
四
十
八
条
第
一
項
」
に
、

「
に
お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
五
条
の
十
六
と
し
、
同
条
の
次
に
次

の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
種
別
割
の
課
税
免
除
及
び
減
免
） 

第
五
十
五
条
の
十
七 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
自
動
車
に
対
し
て
は
、
種
別
割
を

課
さ
な
い
。
た
だ
し
、
第
三
号
の
自
動
車
に
あ
つ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
知
事
の
承
認
を
受
け

た
も
の
に
限
る
。 

 

一 

商
品
で
あ
つ
て
使
用
し
な
い
自
動
車 

 

二 

消
防
専
用
自
動
車
及
び
救
急
専
用
自
動
車 

 

三 

私
立
学
校
が
所
有
す
る
自
動
車
の
う
ち
専
ら
生
徒
の
教
育
練
習
の
用
に
供
す
る
自
動
車 

２ 

知
事
は
、
身
体
障
害
者
等
若
し
く
は
身
体
障
害
者
等
と
生
計
を
一
に
す
る
者
が
所
有
す
る

自
動
車
で
当
該
身
体
障
害
者
等
若
し
く
は
当
該
身
体
障
害
者
等
の
た
め
に
当
該
身
体
障
害
者

等
と
生
計
を
一
に
す
る
者
が
運
転
す
る
も
の
又
は
身
体
障
害
者
等
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

の
身
体
障
害
者
等
が
所
有
す
る
自
動
車
で
当
該
身
体
障
害
者
等
の
た
め
に
当
該
身
体
障
害
者

等
を
常
時
介
護
す
る
者
が
運
転
す
る
も
の
の
う
ち
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
も
の
に
対
し
て

は
、
一
台
に
限
り
、
当
該
身
体
障
害
者
等
又
は
当
該
身
体
障
害
者
等
と
生
計
を
一
に
す
る
者

の
申
請
に
よ
つ
て
種
別
割
を
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

知
事
は
、
構
造
上
身
体
障
害
者
等
の
利
用
に
専
ら
供
す
る
た
め
の
も
の
と
認
め
ら
れ
る
自

動
車
（
前
項
に
規
定
す
る
自
動
車
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
も
の
に
対

し
て
は
、
当
該
自
動
車
の
所
有
者
の
申
請
に
よ
つ
て
種
別
割
を
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

知
事
は
、
公
益
の
た
め
直
接
専
用
す
る
自
動
車
で
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
又
は
天
災

そ
の
他
特
別
の
事
情
に
よ
り
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
は
、
当
該
納
税
者
の
申
請
に
よ
つ

て
種
別
割
を
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
五
十
三
条
中
「
法
第
百
四
十
五
条
第
二
項
」
を
「
第
四
十
八
条
第
一
項
」
に
、
「
自
動
車

税
」
を
「
種
別
割
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
五
条
の
十
五
と
す
る
。 

 

第
五
十
二
条
の
見
出
し
中
「
自
動
車
税
」
を
「
種
別
割
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
自
動

車
税
」
を
「
種
別
割
」
に
、
「
各
号
の
一
」
を
「
各
号
の
い
ず
れ
か
」
に
、
「
道
路
運
送
車
両

法
第
七
条
、
第
十
二
条
又
は
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
登
録
」
を
「
新
規
登
録
、
道
路
運
送
車

両
法
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
変
更
登
録
（
次
項
に
お
い
て
「
変
更
登
録
」
と
い
う
。
）



又
は
移
転
登
録
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
四
十
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」
を
「
第
四

十
九
条
又
は
第
五
十
五
条
の
十
七
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
法
第
百
四
十
五
条
第

三
項
」
を
「
第
四
十
七
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
道
路
運
送
車
両
法
第
七
条
、

第
十
二
条
又
は
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
登
録
」
を
「
新
規
登
録
、
変
更
登
録
又
は
移
転
登
録
」

に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
自
動
車
税
」
を
「
種
別
割
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
五
条
の
十

四
と
す
る
。 

 

第
五
十
一
条
の
四
の
見
出
し
中
「
自
動
車
税
」
を
「
種
別
割
」
に
改
め
、
同
条
中
「
道
路
運

送
車
両
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
登
録
」
を
「
新
規
登
録
」
に
、
「
第
五
十
一
条
の
二
第
三
項

か
ら
第
五
項
ま
で
」
を
「
第
五
十
五
条
の
十
一
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
」
に
、
「
に
係
る
自

動
車
税
」
を
「
に
対
し
て
課
す
る
種
別
割
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
五
条
の
十
三
と
し
、
第

五
十
一
条
の
三
を
第
五
十
五
条
の
十
二
と
す
る
。 

 

第
五
十
一
条
の
二
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
自
動
車
税
」
を
「
種
別
割
」
に
改
め
、

同
条
第
二
項
中
「
自
動
車
税
」
を
「
種
別
割
」
に
、
「
に
お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
、

同
条
第
三
項
中
「
道
路
運
送
車
両
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
登
録
」
を
「
新
規
登
録
」
に
、
「
第

百
五
十
条
第
一
項
」
を
「
第
百
七
十
七
条
の
十
第
一
項
」
に
、
「
自
動
車
税
」
を
「
種
別
割
」

に
改
め
、
「
同
項
の
」
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
自
動
車
税
」
を
「
種
別
割
」
に
、
「
道
路

運
送
車
両
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
登
録
」
を
「
新
規
登
録
」
に
、
「
際
に
、
第
五
十
二
条
」

を
「
と
き
に
、
第
五
十
五
条
の
十
四
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
自
動
車
税
」
を
「
種
別
割
」

に
、
「
第
五
十
二
条
」
を
「
第
五
十
五
条
の
十
四
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
五
十
二
条
」

を
「
第
五
十
五
条
の
十
四
」
に
、
「
規
定
に
よ
つ
て
」
を
「
規
定
に
よ
り
」
に
、
「
自
動
車
税
」

を
「
種
別
割
」
に
、
「
に
お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
五
条
の
十
一
と

す
る
。 

 

第
五
十
一
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
自
動
車
税
」
を
「
種
別
割
」
に
改
め
、
同
条
を
第

五
十
五
条
の
十
と
す
る
。 

 

第
五
十
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
自
動
車
税
」
を
「
種
別
割
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五

十
五
条
の
九
と
し
、
第
四
十
九
条
の
次
に
次
の
十
三
条
を
加
え
る
。 

 

（
環
境
性
能
割
の
課
税
標
準
） 

第
五
十
条 

環
境
性
能
割
の
課
税
標
準
は
、
自
動
車
の
取
得
の
た
め
に
通
常
要
す
る
価
額
と
し

て
施
行
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
金
額
（
第
五
十
二
条
及
び
第
五
十
四
条
に

お
い
て
「
通
常
の
取
得
価
額
」
と
い
う
。
）
と
す
る
。 

 

（
環
境
性
能
割
の
税
率
） 

第
五
十
一
条 

次
に
掲
げ
る
自
動
車
（
法
第
百
四
十
九
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も

の
を
除
く
。
）
に
対
し
て
課
す
る
環
境
性
能
割
の
税
率
は
、
百
分
の
一
と
す
る
。 



一 

次
に
掲
げ
る
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
（
ガ
ソ
リ
ン
を
内
燃
機
関
の
燃
料
と
し
て
用
い
る
自
動

車
を
い
い
、
法
第
百
四
十
九
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
自
動
車
に
該
当
す
る
も
の
を
除

く
。
次
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
） 

イ 

乗
用
車
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の 

⑴ 
道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
十
七
年
十
月
一
日
以
降
に
適

用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
自
動
車
排
出
ガ
ス
に
係
る
保
安
上
又
は
公

害
防
止
そ
の
他
の
環
境
保
全
上
の
技
術
基
準
（
次
号
に
お
い
て
「
排
出
ガ
ス
保
安
基

準
」
と
い
う
。
）
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
平
成
十

七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
」
と
い
う
。
）
に
適
合
す
る
こ
と
。 

⑵ 

窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素

酸
化
物
の
値
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

⑶ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
で
あ
つ
て
平
成
三
十
二
年

度
以
降
の
各
年
度
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
（
第

四
項
に
お
い
て
「
平
成
三
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」
と
い
う
。
）
以

上
で
あ
る
こ
と
。 

ロ 

車
両
総
重
量
（
道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
条
第
三
号
に
規
定
す
る
車
両
総
重
量
を
い

う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
二
・
五
ト
ン
以
下
の
バ
ス
又
は
ト
ラ
ッ
ク
の

う
ち
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の 

⑴ 

平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。 

⑵ 

窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素

酸
化
物
の
値
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

⑶ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
で
あ
つ
て
平
成
二
十
七
年

度
以
降
の
各
年
度
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」
と
い
う
。
）

に
百
分
の
百
十
五
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

ハ 

車
両
総
重
量
が
二
・
五
ト
ン
を
超
え
三
・
五
ト
ン
以
下
の
バ
ス
又
は
ト
ラ
ッ
ク
の
う

ち
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の 

⑴ 

平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。 

⑵ 

窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素

酸
化
物
の
値
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

⑶ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分

の
百
五
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

ニ 

車
両
総
重
量
が
二
・
五
ト
ン
を
超
え
三
・
五
ト
ン
以
下
の
バ
ス
又
は
ト
ラ
ッ
ク
の
う

ち
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の 



⑴ 

平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。 

⑵ 

窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素

酸
化
物
の
値
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

⑶ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分

の
百
十
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

二 

次
に
掲
げ
る
軽
油
自
動
車
（
軽
油
を
内
燃
機
関
の
燃
料
と
し
て
用
い
る
自
動
車
を
い
い
、

法
第
百
四
十
九
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
自
動
車
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
次
項
第

二
号
に
お
い
て
同
じ
。
） 

イ 

車
両
総
重
量
が
二
・
五
ト
ン
を
超
え
三
・
五
ト
ン
以
下
の
バ
ス
又
は
ト
ラ
ッ
ク
の
う

ち
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の 

⑴ 

道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
以
降
に

適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
排
出
ガ
ス
保
安
基
準
で
施
行
規
則
で
定

め
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
平
成
二
十
一
年
軽
油
軽
中
量
車
基
準
」
と
い

う
。
）
に
適
合
す
る
こ
と
。 

⑵ 

窒
素
酸
化
物
及
び
粒
子
状
物
質
の
排
出
量
が
平
成
二
十
一
年
軽
油
軽
中
量
車
基
準

に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
及
び
粒
子
状
物
質
の
値
の
十
分
の
九
を
超
え
な
い
こ
と
。 

⑶ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分

の
百
五
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

ロ 

車
両
総
重
量
が
二
・
五
ト
ン
を
超
え
三
・
五
ト
ン
以
下
の
バ
ス
又
は
ト
ラ
ッ
ク
の
う

ち
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の 

⑴ 

平
成
二
十
一
年
軽
油
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。 

⑵ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分

の
百
十
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

ハ 

車
両
総
重
量
が
三
・
五
ト
ン
を
超
え
る
バ
ス
又
は
ト
ラ
ッ
ク
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ

に
も
該
当
す
る
も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の 

⑴ 

道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
八
年
十
月
一
日
（
車
両

総
重
量
が
三
・
五
ト
ン
を
超
え
七
・
五
ト
ン
以
下
の
も
の
に
あ
つ
て
は
、
平
成
三
十

年
十
月
一
日
）
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
排
出
ガ
ス
保
安

基
準
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の
（
次
項
第
二
号
ハ
⑴
に
お
い
て
「
平
成
二
十
八
年

軽
油
重
量
車
基
準
」
と
い
う
。
）
に
適
合
す
る
こ
と
。 

⑵ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分

の
百
五
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

ニ 

車
両
総
重
量
が
三
・
五
ト
ン
を
超
え
る
バ
ス
又
は
ト
ラ
ッ
ク
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ

に
も
該
当
す
る
も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の 



⑴ 

道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
（
車
両

総
重
量
が
十
二
ト
ン
以
下
の
も
の
に
あ
つ
て
は
、
平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
）
以
降

に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
排
出
ガ
ス
保
安
基
準
で
施
行
規
則
で

定
め
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
平
成
二
十
一
年
軽
油
重
量
車
基
準
」
と
い

う
。
）
に
適
合
す
る
こ
と
。 

⑵ 

窒
素
酸
化
物
及
び
粒
子
状
物
質
の
排
出
量
が
平
成
二
十
一
年
軽
油
重
量
車
基
準
に

定
め
る
窒
素
酸
化
物
及
び
粒
子
状
物
質
の
値
の
十
分
の
九
を
超
え
な
い
こ
と
。 

⑶ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分

の
百
五
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

ホ 

車
両
総
重
量
が
三
・
五
ト
ン
を
超
え
る
バ
ス
又
は
ト
ラ
ッ
ク
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ

に
も
該
当
す
る
も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の 

⑴ 

平
成
二
十
一
年
軽
油
重
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。 

⑵ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分

の
百
十
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

２ 

次
に
掲
げ
る
自
動
車
（
法
第
百
四
十
九
条
第
一
項
及
び
前
項
（
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
を
除
く
。
）
に
対
し
て
課
す
る
環
境
性

能
割
の
税
率
は
、
百
分
の
二
と
す
る
。 

一 

次
に
掲
げ
る
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車 

イ 

乗
用
車
又
は
車
両
総
重
量
が
二
・
五
ト
ン
以
下
の
バ
ス
又
は
ト
ラ
ッ
ク
の
う
ち
、
次

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の 

⑴ 

平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。 

⑵ 

窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素

酸
化
物
の
値
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

⑶ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分

の
百
十
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

ロ 

車
両
総
重
量
が
二
・
五
ト
ン
を
超
え
三
・
五
ト
ン
以
下
の
バ
ス
又
は
ト
ラ
ッ
ク
の
う

ち
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の 

⑴ 

平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。 

⑵ 

窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素

酸
化
物
の
値
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

⑶ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
以
上
で

あ
る
こ
と
。 

ハ 

車
両
総
重
量
が
二
・
五
ト
ン
を
超
え
三
・
五
ト
ン
以
下
の
バ
ス
又
は
ト
ラ
ッ
ク
の
う

ち
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の 



⑴ 

平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。 

⑵ 

窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素

酸
化
物
の
値
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

⑶ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分

の
百
五
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

二 

次
に
掲
げ
る
軽
油
自
動
車 

イ 

車
両
総
重
量
が
二
・
五
ト
ン
を
超
え
三
・
五
ト
ン
以
下
の
バ
ス
又
は
ト
ラ
ッ
ク
の
う

ち
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の 

⑴ 

平
成
二
十
一
年
軽
油
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。 

⑵ 

窒
素
酸
化
物
及
び
粒
子
状
物
質
の
排
出
量
が
平
成
二
十
一
年
軽
油
軽
中
量
車
基
準

に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
及
び
粒
子
状
物
質
の
値
の
十
分
の
九
を
超
え
な
い
こ
と
。 

⑶ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
以
上
で

あ
る
こ
と
。 

ロ 

車
両
総
重
量
が
二
・
五
ト
ン
を
超
え
三
・
五
ト
ン
以
下
の
バ
ス
又
は
ト
ラ
ッ
ク
の
う

ち
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の 

⑴ 

平
成
二
十
一
年
軽
油
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。 

⑵ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分

の
百
五
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

ハ 

車
両
総
重
量
が
三
・
五
ト
ン
を
超
え
る
バ
ス
又
は
ト
ラ
ッ
ク
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ

に
も
該
当
す
る
も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の 

⑴ 

平
成
二
十
八
年
軽
油
重
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。 

⑵ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
以
上
で

あ
る
こ
と
。 

ニ 

車
両
総
重
量
が
三
・
五
ト
ン
を
超
え
る
バ
ス
又
は
ト
ラ
ッ
ク
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ

に
も
該
当
す
る
も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の 

⑴ 

平
成
二
十
一
年
軽
油
重
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。 

⑵ 

窒
素
酸
化
物
及
び
粒
子
状
物
質
の
排
出
量
が
平
成
二
十
一
年
軽
油
重
量
車
基
準
に

定
め
る
窒
素
酸
化
物
及
び
粒
子
状
物
質
の
値
の
十
分
の
九
を
超
え
な
い
こ
と
。 

⑶ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
以
上
で

あ
る
こ
と
。 

ホ 

車
両
総
重
量
が
三
・
五
ト
ン
を
超
え
る
バ
ス
又
は
ト
ラ
ッ
ク
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ

に
も
該
当
す
る
も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の 

⑴ 

平
成
二
十
一
年
軽
油
重
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。 

⑵ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分



の
百
五
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

３ 

法
第
百
四
十
九
条
第
一
項
及
び
前
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
次
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
自
動
車
以
外
の
自
動
車
に
対
し
て
課
す
る
環
境
性

能
割
の
税
率
は
、
百
分
の
三
と
す
る
。 

４ 

第
一
項
（
第
一
号
イ
及
び
ロ
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
二
項
（
第
一
号
イ
に
係
る

部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
は
、
平
成
三
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
及
び
平
成
二

十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
を
算
定
す
る
方
法
と
し
て
施
行
規
則
で
定
め
る
方
法

に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
を
算
定
し
て
い
な
い
自
動
車
で
あ
つ
て
、
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
効
率
で
あ
つ
て
平
成
二
十
二
年
度
以
降
の
各
年
度
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と

し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
を
算
定
す
る
方
法
と
し
て
施
行
規
則
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
効
率
を
算
定
し
て
い
る
自
動
車
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次

の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に

掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

                     

第
一
項
第
一
号
ロ
⑶ 

第
一
項
第
一
号
イ
⑶ 

基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率

で
あ
つ
て
平
成
二
十
七
年
度

以
降
の
各
年
度
に
お
い
て
適

用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て

定
め
ら
れ
た
も
の
（
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
「
平
成
二
十

七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
効
率
」
と
い
う
。
）
に
百 

基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率

で
あ
つ
て
平
成
三
十
二
年
度

以
降
の
各
年
度
に
お
い
て
適

用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て

定
め
ら
れ
た
も
の
（
第
四
項

に
お
い
て
「
平
成
三
十
二
年

度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効

率
」
と
い
う
。
） 

平
成
二
十
二
年
度
基
準
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の

百
四
十
四 

法
第
百
四
十
九
条
第
二
項
に

規
定
す
る
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
効
率
で
あ
つ
て
平
成
二

十
二
年
度
以
降
の
各
年
度
に

お
い
て
適
用
さ
れ
る
べ
き
も

の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の

（
以
下
こ
の
号
及
び
次
項
第

一
号
イ
⑶
に
お
い
て
「
平
成

二
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
効
率
」
と
い
う
。
）

に
百
分
の
百
五
十
を
乗
じ
て

得
た
数
値 

 



      

（
環
境
性
能
割
の
免
税
点
） 

第
五
十
二
条 

通
常
の
取
得
価
額
が
五
十
万
円
以
下
で
あ
る
自
動
車
に
対
し
て
は
、
環
境
性
能

割
を
課
さ
な
い
。 

 

（
環
境
性
能
割
の
徴
収
の
方
法
） 

第
五
十
三
条 

環
境
性
能
割
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
申
告
納
付
の
方
法
に
よ
る
。 

 

（
環
境
性
能
割
の
申
告
納
付
） 

第
五
十
四
条 

環
境
性
能
割
の
納
税
義
務
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車
の
区
分
に
応
じ
、

当
該
各
号
に
定
め
る
時
又
は
日
ま
で
に
、
施
行
規
則
で
定
め
る
様
式
に
よ
り
、
申
告
書
を
知

事
に
提
出
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
申
告
に
係
る
環
境
性
能
割
額
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
自
動
車
が
第
四
十
七
条
第
一
項
又
は
第
四
十
八
条
第
一
項
若
し

く
は
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
自
動
車
で
あ
る
と
き
は
、
売
買
契
約
書
そ
の
他
当
該

自
動
車
の
取
得
及
び
通
常
の
取
得
価
額
を
証
す
る
書
類
の
写
し
を
当
該
申
告
書
に
添
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

新
規
登
録
を
受
け
る
自
動
車 

当
該
新
規
登
録
の
時 

二 

道
路
運
送
車
両
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
移
転
登
録
（
以
下
こ
の
号
並
び
に

第
五
十
五
条
の
十
四
第
一
項
及
び
第
二
項
に
お
い
て
「
移
転
登
録
」
と
い
う
。
）
を
受
け

る
べ
き
自
動
車 

当
該
移
転
登
録
を
受
け
る
べ
き
事
由
が
あ
つ
た
日
か
ら
十
五
日
を
経
過

す
る
日
（
そ
の
日
前
に
当
該
移
転
登
録
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
移
転
登
録
の
時
） 

三 

前
二
号
に
掲
げ
る
自
動
車
以
外
の
自
動
車
で
、
道
路
運
送
車
両
法
第
六
十
七
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
自
動
車
検
査
証
の
記
入
を
受
け
る
べ
き
自
動
車 

当
該
記
入
を
受
け
る
べ

き
事
由
が
あ
つ
た
日
か
ら
十
五
日
を
経
過
す
る
日
（
そ
の
日
前
に
当
該
記
入
を
受
け
た
と

き
は
、
当
該
記
入
の
時
） 

四 

前
三
号
に
掲
げ
る
自
動
車
以
外
の
自
動
車 

当
該
自
動
車
の
取
得
の
日
か
ら
十
五
日
を

経
過
す
る
日 

 

（
課
税
さ
れ
な
い
自
動
車
に
関
す
る
報
告
） 

第
五
十
五
条 

自
動
車
の
取
得
者
（
環
境
性
能
割
の
納
税
義
務
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
同
じ
。
）
は
、
前
条
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
時
又
は
日
ま

で
に
、
施
行
規
則
で
定
め
る
様
式
に
よ
り
、
当
該
自
動
車
の
取
得
者
が
取
得
し
た
自
動
車
に

つ
い
て
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
報
告
書
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
二
項
第
一
号
イ
⑶ 

 

平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の

百
十 

分
の
百
十
五 

平
成
二
十
二
年
度
基
準
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の

百
三
十
八 

 

 



 

（
環
境
性
能
割
の
納
付
の
方
法
） 

第
五
十
五
条
の
二 

環
境
性
能
割
の
納
税
義
務
者
は
、
環
境
性
能
割
額
（
当
該
環
境
性
能
割
額

に
係
る
延
滞
金
額
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
納
付
す
る
場
合

に
は
、
申
告
書
又
は
修
正
申
告
書
に
証
紙
代
金
収
納
計
器
（
規
則
で
定
め
る
収
納
印
の
み
を

表
示
す
る
計
器
で
自
動
車
税
の
保
全
上
支
障
が
な
い
と
知
事
が
認
め
た
も
の
に
限
る
。
以
下

同
じ
。
）
に
よ
り
当
該
環
境
性
能
割
額
に
相
当
す
る
金
額
の
収
納
印
の
表
示
を
受
け
て
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

環
境
性
能
割
の
納
税
義
務
者
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
前
項
の
収
納

印
の
表
示
を
受
け
る
こ
と
に
代
え
て
、
当
該
環
境
性
能
割
額
に
相
当
す
る
現
金
を
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
る
。 

一 

行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律

第
百
五
十
一
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織

を
使
用
し
て
道
路
運
送
車
両
法
第
七
条
又
は
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
申
請
及
び

第
五
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
の
提
出
を
行
う
場
合 

二 

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
場
合 

３ 

知
事
は
、
前
項
（
同
項
第
二
号
に
該
当
す
る
場
合
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
る
現
金
の
納

付
が
あ
つ
た
と
き
は
、
申
告
書
又
は
修
正
申
告
書
に
規
則
で
定
め
る
納
税
済
印
を
押
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
証
紙
代
金
収
納
計
器
に
よ
る
収
納
印
の
表
示
の
取
扱
い
） 

第
五
十
五
条
の
三 

前
条
第
一
項
の
証
紙
代
金
収
納
計
器
に
よ
る
収
納
印
の
表
示
の
取
扱
い
に

関
し
て
は
、
規
則
で
定
め
る
。 

 

（
環
境
性
能
割
に
係
る
不
申
告
等
に
関
す
る
過
料
） 

第
五
十
五
条
の
四 

知
事
は
、
環
境
性
能
割
の
納
税
義
務
者
が
第
五
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
申

告
し
、
又
は
第
五
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
報
告
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
正
当
な
事
由
が
な
く

て
申
告
又
は
報
告
を
し
な
か
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
者
に
対
し
、
十
万
円
以
下
の
過
料
を
科

す
る
。 

２ 

前
項
の
過
料
を
徴
収
す
る
場
合
に
お
い
て
発
す
る
過
料
納
入
命
令
書
に
指
定
す
べ
き
納
期

限
は
、
そ
の
発
付
の
日
か
ら
十
日
以
内
と
す
る
。 

 

（
譲
渡
担
保
財
産
に
対
し
て
課
す
る
環
境
性
能
割
の
納
税
義
務
の
免
除
等
） 

第
五
十
五
条
の
五 

譲
渡
担
保
権
者
が
譲
渡
担
保
財
産
と
し
て
自
動
車
の
取
得
を
し
た
場
合
に

お
い
て
、
当
該
譲
渡
担
保
財
産
に
よ
り
担
保
さ
れ
る
債
権
の
消
滅
に
よ
り
当
該
取
得
の
日
か

ら
六
月
以
内
に
譲
渡
担
保
権
者
か
ら
譲
渡
担
保
財
産
の
設
定
者
に
当
該
譲
渡
担
保
財
産
を
移

転
し
た
と
き
は
、
譲
渡
担
保
権
者
が
取
得
し
た
当
該
譲
渡
担
保
財
産
に
対
す
る
環
境
性
能
割

に
係
る
徴
収
金
に
係
る
納
税
義
務
を
免
除
す
る
。 



２ 

知
事
は
、
自
動
車
の
取
得
者
か
ら
環
境
性
能
割
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
べ

き
旨
の
申
告
が
あ
り
、
当
該
申
告
が
真
実
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
取
得
の
日
か
ら

六
月
以
内
の
期
間
を
限
つ
て
、
当
該
自
動
車
に
対
す
る
環
境
性
能
割
に
係
る
徴
収
金
の
徴
収

を
猶
予
す
る
。 

３ 

前
項
の
申
告
を
す
る
者
は
、
規
則
で
定
め
る
様
式
に
よ
る
申
告
書
に
第
一
項
の
規
定
の
適

用
が
あ
る
べ
き
こ
と
を
証
す
る
に
足
り
る
書
類
を
添
付
し
て
、
第
五
十
四
条
の
規
定
に
よ
り

申
告
を
す
る
際
、
併
せ
て
こ
れ
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

知
事
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
の
猶
予
を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
徴
収
の
猶
予
が

さ
れ
た
環
境
性
能
割
額
に
係
る
延
滞
金
額
の
う
ち
当
該
徴
収
を
猶
予
し
た
期
間
に
対
応
す
る

部
分
の
金
額
を
免
除
す
る
。 

５ 

知
事
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
の
猶
予
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
徴
収
の
猶

予
に
係
る
環
境
性
能
割
に
つ
い
て
第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
つ
た

と
き
は
、
当
該
徴
収
の
猶
予
を
取
り
消
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
徴
収
の
猶
予
を
取
り
消

さ
れ
た
者
は
、
直
ち
に
当
該
徴
収
の
猶
予
が
さ
れ
た
環
境
性
能
割
に
係
る
徴
収
金
を
納
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

環
境
性
能
割
に
係
る
徴
収
金
を
徴
収
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
環
境
性
能
割
に
つ
い
て

第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
、
知
事
は
、
同
項
の
譲
渡
担
保
権
者

の
申
請
に
基
づ
い
て
、
当
該
徴
収
金
を
還
付
す
る
。 

７ 

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
環
境
性
能
割
に
係
る
徴
収
金
を
還
付
す
る
場
合
に
お
い
て
、

還
付
を
受
け
る
べ
き
者
の
未
納
に
係
る
徴
収
金
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
還
付
す
べ
き
額
を
こ

れ
に
充
当
す
る
。 

 

（
自
動
車
の
返
還
が
あ
つ
た
場
合
の
環
境
性
能
割
の
納
税
義
務
の
免
除
等
） 

第
五
十
五
条
の
六 

自
動
車
販
売
業
者
か
ら
自
動
車
の
取
得
を
し
た
者
（
以
下
こ
の
項
及
び
次

項
に
お
い
て
「
自
動
車
の
取
得
を
し
た
者
」
と
い
う
。
）
が
、
当
該
自
動
車
の
性
能
が
良
好

で
な
い
こ
と
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
理
由
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の
に
よ
り
、
当
該
自
動

車
の
取
得
の
日
か
ら
一
月
以
内
に
当
該
自
動
車
を
当
該
自
動
車
販
売
業
者
に
返
還
し
た
場
合

に
は
、
当
該
自
動
車
の
取
得
を
し
た
者
が
取
得
し
た
自
動
車
に
対
す
る
環
境
性
能
割
に
係
る

納
税
義
務
を
免
除
す
る
。 

２ 

環
境
性
能
割
を
徴
収
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
環
境
性
能
割
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
の

適
用
が
あ
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
、
知
事
は
、
自
動
車
の
取
得
を
し
た
者
の
申
請
に
基
づ

い
て
、
当
該
環
境
性
能
割
額
に
相
当
す
る
額
を
還
付
す
る
。 

３ 

前
条
第
七
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
環
境
性
能
割
額
を
還
付
す
る
場
合
に
つ
い

て
準
用
す
る
。 

 

（
環
境
性
能
割
の
減
免
） 



第
五
十
五
条
の
七 

次
に
掲
げ
る
自
動
車
に
対
し
て
は
、
当
該
自
動
車
を
取
得
し
た
者
の
申
請

に
よ
り
、
環
境
性
能
割
を
免
除
す
る
。 

一 

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
三
十
一
条
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大

臣
の
定
め
る
者
（
日
本
赤
十
字
社
を
除
く
。
）
の
救
急
自
動
車
、
へ
き
地
に
お
け
る
巡
回

診
療
の
た
め
に
使
用
す
る
自
動
車
又
は
血
液
事
業
の
用
に
供
す
る
自
動
車 

二 

構
造
上
、
身
体
に
障
害
を
有
し
歩
行
が
困
難
な
者
で
規
則
で
定
め
る
も
の
（
以
下
「
身

体
障
害
者
」
と
い
う
。
）
又
は
精
神
に
障
害
を
有
し
歩
行
が
困
難
な
者
で
規
則
で
定
め
る

も
の
（
以
下
「
精
神
障
害
者
」
と
い
う
。
）
の
利
用
に
専
ら
供
す
る
た
め
の
も
の
と
認
め

ら
れ
る
自
動
車
で
知
事
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
も
の 

２ 

知
事
は
、
身
体
障
害
者
若
し
く
は
精
神
障
害
者
（
以
下
「
身
体
障
害
者
等
」
と
い
う
。
）

若
し
く
は
身
体
障
害
者
等
の
た
め
に
当
該
身
体
障
害
者
等
と
生
計
を
一
に
す
る
者
が
運
転
す

る
自
動
車
が
当
該
身
体
障
害
者
等
若
し
く
は
当
該
身
体
障
害
者
等
と
生
計
を
一
に
す
る
者
が

取
得
し
た
自
動
車
で
あ
る
場
合
又
は
身
体
障
害
者
等
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
の
当
該
身
体

障
害
者
等
の
た
め
に
当
該
身
体
障
害
者
等
を
常
時
介
護
す
る
者
が
運
転
す
る
自
動
車
が
当
該

身
体
障
害
者
等
が
取
得
し
た
自
動
車
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
当
該
自
動
車
を
取
得
し
た
者
の
申
請
に
よ
り
、
環
境
性
能
割
を
減
免
す
る
こ
と
が
で
き

る
。 

３ 

知
事
は
、
次
に
掲
げ
る
自
動
車
（
第
一
項
第
二
号
及
び
前
項
に
規
定
す
る
自
動
車
を
除
く
。
）

に
対
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
自
動
車
を
取
得
し
た
者
の
申
請
に
よ
り
、

当
該
自
動
車
に
係
る
環
境
性
能
割
の
額
か
ら
当
該
自
動
車
の
取
得
価
額
の
う
ち
身
体
障
害
者

等
の
利
用
に
供
す
る
た
め
の
構
造
変
更
又
は
身
体
障
害
者
が
運
転
す
る
た
め
の
構
造
変
更
に

係
る
価
額
に
当
該
自
動
車
に
係
る
環
境
性
能
割
の
税
率
を
乗
じ
て
得
た
額
に
相
当
す
る
額
を

減
額
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

構
造
上
身
体
障
害
者
等
の
利
用
に
供
す
る
た
め
の
も
の
と
認
め
ら
れ
る
自
動
車 

二 

専
ら
身
体
障
害
者
が
運
転
す
る
た
め
の
構
造
変
更
が
な
さ
れ
た
自
動
車
で
営
業
用
の
も

の 

４ 

知
事
は
、
次
に
掲
げ
る
自
動
車
に
対
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
自
動
車

を
取
得
し
た
者
の
申
請
に
よ
り
、
環
境
性
能
割
を
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

天
災
そ
の
他
の
災
害
に
よ
り
滅
失
し
、
又
は
損
壊
し
た
自
動
車
又
は
軽
自
動
車
に
代
わ

る
自
動
車 

二 

取
得
し
た
自
動
車
が
そ
の
取
得
の
直
後
に
天
災
そ
の
他
の
災
害
に
よ
り
滅
失
し
、
又
は

損
壊
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
自
動
車 

三 

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
特
別
の
事
情
に
よ
る
自
動
車 

（
種
別
割
の
税
率
） 



第
五
十
五
条
の
八 

次
の
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車
に
対
し
て
課
す
る
種
別
割
の
税
率
は
、
一
台

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。 

 
一 

乗
用
車
（
三
輪
の
小
型
自
動
車
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
） 

イ 

営
業
用 

 
 

 

⑴ 
総
排
気
量
（
ロ
ー
タ
リ
ー
エ
ン
ジ
ン
を
原
動
機
と
す 

年
額 

 
 

七
千
五
百
円 

る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
一
の
作
動
室
の
容
積
に
ロ
ー
タ 

ー
の
数
を
乗
じ
て
得
た
容
積
に
一
・
五
を
乗
じ
て
得
た 

数
値
を
も
つ
て
総
排
気
量
と
す
る
。
以
下
こ
の
条
に
お 

い
て
同
じ
。
）
が
一
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
も
の 

⑵ 

総
排
気
量
が
一
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
、
一
・
五
リ
ッ
ト 

年
額 

 
 

八
千
五
百
円 

ル
以
下
の
も
の 

⑶ 

総
排
気
量
が
一
・
五
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
、
二
リ
ッ
ト 

年
額 

 
 

九
千
五
百
円 

ル
以
下
の
も
の 

⑷ 

総
排
気
量
が
二
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
、
二
・
五
リ
ッ
ト 

年
額 

一
万
三
千
八
百
円 

ル
以
下
の
も
の 

⑸ 

総
排
気
量
が
二
・
五
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
、
三
リ
ッ
ト 
年
額 

一
万
五
千
七
百
円 

ル
以
下
の
も
の 

⑹ 

総
排
気
量
が
三
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
、
三
・
五
リ
ッ
ト 

年
額 
一
万
七
千
九
百
円 

ル
以
下
の
も
の 

⑺ 

総
排
気
量
が
三
・
五
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
、
四
リ
ッ
ト 

年
額 

 
 

二
万
五
百
円 

ル
以
下
の
も
の 

⑻ 

総
排
気
量
が
四
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
、
四
・
五
リ
ッ
ト 

年
額 

二
万
三
千
六
百
円 

ル
以
下
の
も
の 

⑼ 

総
排
気
量
が
四
・
五
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
、
六
リ
ッ
ト 

年
額 

二
万
七
千
二
百
円 

ル
以
下
の
も
の 

⑽ 

総
排
気
量
が
六
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
る
も
の 

 
 

 
 

年
額 

 
 

四
万
七
百
円 

⑾ 

電
動
機
を
原
動
機
と
す
る
も
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
額 

 
 

七
千
五
百
円 

ロ 

自
家
用 

⑴ 

総
排
気
量
が
一
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
も
の 

 
 

 
 

 

年
額 

二
万
九
千
五
百
円 

⑵ 

総
排
気
量
が
一
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
、
一
・
五
リ
ッ
ト 

年
額 

三
万
四
千
五
百
円 

ル
以
下
の
も
の 

⑶ 

総
排
気
量
が
一
・
五
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
、
二
リ
ッ
ト 

年
額 

三
万
九
千
五
百
円 

ル
以
下
の
も
の 

⑷ 

総
排
気
量
が
二
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
、
二
・
五
リ
ッ
ト 

年
額 

 
 

四
万
五
千
円 



ル
以
下
の
も
の 

⑸ 

総
排
気
量
が
二
・
五
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
、
三
リ
ッ
ト 

年
額 

 
 

 

五
万
千
円 

ル
以
下
の
も
の 

⑹ 

総
排
気
量
が
三
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
、
三
・
五
リ
ッ
ト 

年
額 

 
 

五
万
八
千
円 

ル
以
下
の
も
の 

⑺ 

総
排
気
量
が
三
・
五
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
、
四
リ
ッ
ト 

年
額 

六
万
六
千
五
百
円 

ル
以
下
の
も
の 

⑻ 

総
排
気
量
が
四
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
、
四
・
五
リ
ッ
ト 

年
額 

七
万
六
千
五
百
円 

ル
以
下
の
も
の 

⑼ 

総
排
気
量
が
四
・
五
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
、
六
リ
ッ
ト 

年
額 

 
 

八
万
八
千
円 

ル
以
下
の
も
の 

⑽ 

総
排
気
量
が
六
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
る
も
の 

 
 

 
 

年
額 

 
 

十
一
万
千
円 

⑾ 

電
動
機
を
原
動
機
と
す
る
も
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
額 

二
万
九
千
五
百
円 

二 

ト
ラ
ッ
ク
（
三
輪
の
小
型
自
動
車
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
） 

イ 

営
業
用
（
け
ん
引
自
動
車
で
あ
る
も
の
及
び
被
け
ん
引
自
動
車
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
） 

⑴ 

最
大
積
載
量
が
一
ト
ン
以
下
の
も
の 

 
 

 
 

 
 

年
額 

 
 

六
千
五
百
円 

⑵ 

最
大
積
載
量
が
一
ト
ン
を
超
え
、
二
ト
ン
以
下
の
も 
年
額 
 

 
 

 

九
千
円 

の 

⑶ 

最
大
積
載
量
が
二
ト
ン
を
超
え
、
三
ト
ン
以
下
の
も 

年
額 

 
 

一
万
二
千
円 

の 

⑷ 

最
大
積
載
量
が
三
ト
ン
を
超
え
、
四
ト
ン
以
下
の
も 

年
額 

 
 

一
万
五
千
円 

の 

⑸ 

最
大
積
載
量
が
四
ト
ン
を
超
え
、
五
ト
ン
以
下
の
も 

年
額 

一
万
八
千
五
百
円 

の 

⑹ 

最
大
積
載
量
が
五
ト
ン
を
超
え
、
六
ト
ン
以
下
の
も 

年
額 

 
 

二
万
二
千
円 

の 

⑺ 

最
大
積
載
量
が
六
ト
ン
を
超
え
、
七
ト
ン
以
下
の
も 

年
額 

二
万
五
千
五
百
円 

の 

⑻ 

最
大
積
載
量
が
七
ト
ン
を
超
え
、
八
ト
ン
以
下
の
も 

年
額 

二
万
九
千
五
百
円 

の 

⑼ 

最
大
積
載
量
が
八
ト
ン
を
超
え
る
も
の 

 
 

 
 

 

年
額 

二
万
九
千
五
百
円 

に
最
大
積
載
量
が 

八
ト
ン
を
超
え
る 

部
分
一
ト
ン
ま
で 



ご
と
に
四
千
七
百 

円
を
加
算
し
た
額 

ロ 

自
家
用
（
け
ん
引
自
動
車
で
あ
る
も
の
及
び
被
け
ん
引
自
動
車
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
） 

⑴ 

最
大
積
載
量
が
一
ト
ン
以
下
の
も
の 

 
 

 
 

 
 

年
額 

 
 

 
 

八
千
円 

⑵ 
最
大
積
載
量
が
一
ト
ン
を
超
え
、
二
ト
ン
以
下
の
も 

年
額 

 

一
万
千
五
百
円 

の 

⑶ 

最
大
積
載
量
が
二
ト
ン
を
超
え
、
三
ト
ン
以
下
の
も 

年
額 

 
 

一
万
六
千
円 

の 

⑷ 

最
大
積
載
量
が
三
ト
ン
を
超
え
、
四
ト
ン
以
下
の
も 

年
額 

 
 

二
万
五
百
円 

の 

⑸ 

最
大
積
載
量
が
四
ト
ン
を
超
え
、
五
ト
ン
以
下
の
も 

年
額 

二
万
五
千
五
百
円 

の 

⑹ 

最
大
積
載
量
が
五
ト
ン
を
超
え
、
六
ト
ン
以
下
の
も 

年
額 

 
 

 
 

三
万
円 

の 

⑺ 

最
大
積
載
量
が
六
ト
ン
を
超
え
、
七
ト
ン
以
下
の
も 

年
額 

 
 

三
万
五
千
円 

の 

⑻ 

最
大
積
載
量
が
七
ト
ン
を
超
え
、
八
ト
ン
以
下
の
も 
年
額 
 

 

四
万
五
百
円 

の 

⑼ 

最
大
積
載
量
が
八
ト
ン
を
超
え
る
も
の 

 
 

 
 

 

年
額 

四
万
五
百
円
に
最 

大
積
載
量
が
八
ト 

ン
を
超
え
る
部
分 

一
ト
ン
ま
で
ご
と 

に
六
千
三
百
円
を 

加
算
し
た
額 

ハ 

け
ん
引
自
動
車 

⑴ 

営
業
用 

（ⅰ）
あ

小
型
自
動
車
で
あ
る
も
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

年
額 

 
 

七
千
五
百
円 

（ⅱ）
あ

普
通
自
動
車
で
あ
る
も
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

年
額 

 

一
万
五
千
百
円 

⑵ 

自
家
用 

（ⅰ）
あ

小
型
自
動
車
で
あ
る
も
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

年
額 

 
 

一
万
二
百
円 

（ⅱ）
あ

普
通
自
動
車
で
あ
る
も
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

年
額 

 
 

二
万
六
百
円 

ニ 

被
け
ん
引
自
動
車 

⑴ 

営
業
用 

（ⅰ）
あ

小
型
自
動
車
で
あ
る
も
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

年
額 

 
 

三
千
九
百
円 



（ⅱ）
あ

普
通
自
動
車
で
あ
る
も
の
で
最
大
積
載
量
が
八
ト 

年
額 

 
 

七
千
五
百
円 

ン
以
下
の
も
の 

（ⅲ）
あ

普
通
自
動
車
で
あ
る
も
の
で
最
大
積
載
量
が
八
ト 

年
額 

七
千
五
百
円
に
最 

ン
を
超
え
る
も
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
積
載
量
が
八
ト 

ン
を
超
え
る
部
分 

一
ト
ン
ま
で
ご
と 

に
三
千
八
百
円
を 

加
算
し
た
額 

⑵ 

自
家
用 

（ⅰ）
あ

小
型
自
動
車
で
あ
る
も
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

年
額 

 
 

五
千
三
百
円 

（ⅱ）
あ

普
通
自
動
車
で
あ
る
も
の
で
最
大
積
載
量
が
八
ト 

年
額 

 
 

一
万
二
百
円 

ン
以
下
の
も
の 

（ⅲ）
あ

普
通
自
動
車
で
あ
る
も
の
で
最
大
積
載
量
が
八
ト 

年
額 

一
万
二
百
円
に
最 

ン
を
超
え
る
も
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
積
載
量
が
八
ト 

ン
を
超
え
る
部
分 

一
ト
ン
ま
で
ご
と 

に
五
千
百
円
を
加 

算
し
た
額 

三 

バ
ス
（
三
輪
の
小
型
自
動
車
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
） 

イ 

営
業
用 

⑴ 

一
般
乗
合
用
バ
ス
（
道
路
運
送
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
三
号
）
第
五

条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
路
線
定
期
運
行
の
用
に
供
す
る
バ
ス
を
い
う
。
⑵
に

お
い
て
同
じ
。
） 

（ⅰ）
あ

乗
車
定
員
が
三
十
人
以
下
の
も
の 

 
 

 
 

 
 

年
額 

 
 

一
万
二
千
円 

（ⅱ）
あ

乗
車
定
員
が
三
十
人
を
超
え
、
四
十
人
以
下
の
も 

年
額 

一
万
四
千
五
百
円 

の 

（ⅲ）
あ

乗
車
定
員
が
四
十
人
を
超
え
、
五
十
人
以
下
の
も 

年
額 

一
万
七
千
五
百
円 

の 

（ⅳ）
あ

乗
車
定
員
が
五
十
人
を
超
え
、
六
十
人
以
下
の
も 

年
額 

 
 

 
 

二
万
円 

の 

（ⅴ）
あ

乗
車
定
員
が
六
十
人
を
超
え
、
七
十
人
以
下
の
も 

年
額 

二
万
二
千
五
百
円 

の 

（ⅵ）
あ

乗
車
定
員
が
七
十
人
を
超
え
、
八
十
人
以
下
の
も 

年
額 

二
万
五
千
五
百
円 

の 



（ⅶ）
あ

乗
車
定
員
が
八
十
人
を
超
え
る
も
の 

 
 

 
 

 

年
額 

 
 

二
万
九
千
円 

⑵ 

一
般
乗
合
用
バ
ス
以
外
の
バ
ス 

（ⅰ）
あ

乗
車
定
員
が
三
十
人
以
下
の
も
の 

 
 

 
 

 
 

年
額 

二
万
六
千
五
百
円 

（ⅱ）
あ

乗
車
定
員
が
三
十
人
を
超
え
、
四
十
人
以
下
の
も 

年
額 

 
 

三
万
二
千
円 

の 
（ⅲ）
あ

乗
車
定
員
が
四
十
人
を
超
え
、
五
十
人
以
下
の
も 

年
額 

 
 

三
万
八
千
円 

の 

（ⅳ）
あ

乗
車
定
員
が
五
十
人
を
超
え
、
六
十
人
以
下
の
も 

年
額 

 
 

四
万
四
千
円 

の 

（ⅴ）
あ

乗
車
定
員
が
六
十
人
を
超
え
、
七
十
人
以
下
の
も 

年
額 

 
 

五
万
五
百
円 

の 

（ⅵ）
あ

乗
車
定
員
が
七
十
人
を
超
え
、
八
十
人
以
下
の
も 

年
額 

 
 

五
万
七
千
円 

の 

（ⅶ）
あ

乗
車
定
員
が
八
十
人
を
超
え
る
も
の 

 
 

 
 

 

年
額 

 
 

六
万
四
千
円 

ロ 

自
家
用 

⑴ 

乗
車
定
員
が
三
十
人
以
下
の
も
の 

 
 

 
 

 
 

 
年
額 

 
 

三
万
三
千
円 

⑵ 

乗
車
定
員
が
三
十
人
を
超
え
、
四
十
人
以
下
の
も
の 
年
額 
 

 
 

四
万
千
円 

⑶ 

乗
車
定
員
が
四
十
人
を
超
え
、
五
十
人
以
下
の
も
の 

年
額 

 
 

四
万
九
千
円 

⑷ 

乗
車
定
員
が
五
十
人
を
超
え
、
六
十
人
以
下
の
も
の 

年
額 

 
 

五
万
七
千
円 

⑸ 

乗
車
定
員
が
六
十
人
を
超
え
、
七
十
人
以
下
の
も
の 

年
額 

六
万
五
千
五
百
円 

⑹ 

乗
車
定
員
が
七
十
人
を
超
え
、
八
十
人
以
下
の
も
の 

年
額 

 
 

七
万
四
千
円 

⑺ 

乗
車
定
員
が
八
十
人
を
超
え
る
も
の 
 

 
 

 
 

 

年
額 

 
 

八
万
三
千
円 

四 

三
輪
の
小
型
自
動
車 

イ 

営
業
用 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
額 

 
 

四
千
五
百
円 

ロ 

自
家
用 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
額 

 
 

 
 

六
千
円 

五 

特
種
用
途
車
（
放
送
宣
伝
用
自
動
車
、
医
療
用
自
動
車
、
霊
き
ゆ
う
車
、
キ
ャ
ン
ピ
ン

グ
車
等
特
殊
の
用
途
に
供
す
る
も
の
で
、
そ
の
用
途
に
供
す
る
た
め
の
特
殊
の
構
造
又
は

設
備
を
有
す
る
も
の
を
い
う
。
） 

イ 

放
送
宣
伝
用
自
動
車
及
び
医
療
用
自
動
車 

⑴ 

営
業
用 

（ⅰ）
あ

普
通
自
動
車 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
額 

一
万
六
千
九
百
円 

（ⅱ）
あ

小
型
自
動
車 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
額 

 
 

一
万
九
百
円 

⑵ 

自
家
用 

（ⅰ）
あ

普
通
自
動
車 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
額 

 
 

二
万
三
千
円 



（ⅱ）
あ

小
型
自
動
車 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
額 

一
万
四
千
七
百
円 

ロ 

霊
き
ゆ
う
車 

⑴ 

普
通
自
動
車 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

年
額 

 
 

一
万
九
百
円 

⑵ 

小
型
自
動
車 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

年
額 

 
 

四
千
八
百
円 

ハ 
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
車
（
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
ト
レ
ー
ラ
を
除
く
。
） 

⑴ 

総
排
気
量
が
一
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
も
の 

 
 

 
 

 

年
額 

二
万
三
千
六
百
円 

⑵ 

総
排
気
量
が
一
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
、
一
・
五
リ
ッ
ト 

年
額 

二
万
七
千
六
百
円 

ル
以
下
の
も
の 

⑶ 

総
排
気
量
が
一
・
五
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
、
二
リ
ッ
ト 

年
額 

 

三
万
千
六
百
円 

ル
以
下
の
も
の 

⑷ 

総
排
気
量
が
二
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
、
二
・
五
リ
ッ
ト 

年
額 

 
 

三
万
六
千
円 

ル
以
下
の
も
の 

⑸ 

総
排
気
量
が
二
・
五
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
、
三
リ
ッ
ト 

年
額 

 
 

四
万
八
百
円 

ル
以
下
の
も
の 

⑹ 

総
排
気
量
が
三
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
、
三
・
五
リ
ッ
ト 

年
額 

四
万
六
千
四
百
円 

ル
以
下
の
も
の 

⑺ 

総
排
気
量
が
三
・
五
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
、
四
リ
ッ
ト 
年
額 

五
万
三
千
二
百
円 

ル
以
下
の
も
の 

⑻ 

総
排
気
量
が
四
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
、
四
・
五
リ
ッ
ト 

年
額 

 
六
万
千
二
百
円 

ル
以
下
の
も
の 

⑼ 

総
排
気
量
が
四
・
五
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
、
六
リ
ッ
ト 

年
額 

 
 

七
万
四
百
円 

ル
以
下
の
も
の 

⑽ 

総
排
気
量
が
六
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
る
も
の 

 
 

 
 

年
額 

八
万
八
千
八
百
円 

⑾ 

電
動
機
を
原
動
機
と
す
る
も
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
額 

二
万
三
千
六
百
円 

ニ 

そ
の
他 

 

そ
の
構
造
区
分
に
よ
り
、
乗
用
車
、
ト
ラ
ッ
ク
、
バ
ス
又
は
三
輪
の
小
型
自
動
車
の

税
率
を
適
用
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
構
造
区
分
に
よ
り
難
い
も
の
に
つ
い

て
は
、
次
に
定
め
る
額
と
す
る
。 

⑴ 

営
業
用 

（ⅰ）
あ

普
通
自
動
車 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
額 

一
万
八
千
五
百
円 

（ⅱ）
あ

小
型
自
動
車 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
額 

 
 

 
 

九
千
円 

⑵ 

自
家
用 

（ⅰ）
あ

普
通
自
動
車 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
額 

二
万
五
千
五
百
円 

（ⅱ）
あ

小
型
自
動
車 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
額 

 

一
万
千
五
百
円 



２ 

前
項
第
二
号
中
最
大
乗
車
定
員
が
四
人
以
上
で
あ
る
も
の
に
対
し
て
課
す
る
種
別
割
に
つ

い
て
は
、
当
該
年
額
に
そ
れ
ぞ
れ
次
の
区
分
に
よ
る
金
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。 

一 

営
業
用 

イ 

総
排
気
量
が
一
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
も
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
千
七
百
円 

ロ 
総
排
気
量
が
一
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
、
一
・
五
リ
ッ
ト
ル 

 
 

 
 

 

四
千
七
百
円 

以
下
の
も
の 

ハ 

総
排
気
量
が
一
・
五
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
る
も
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

六
千
三
百
円 

ニ 

電
動
機
を
原
動
機
と
す
る
も
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
千
七
百
円 

二 

自
家
用 

イ 

総
排
気
量
が
一
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
も
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

五
千
二
百
円 

ロ 

総
排
気
量
が
一
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
、
一
・
五
リ
ッ
ト
ル 

 
 

 
 

 

六
千
三
百
円 

以
下
の
も
の 

ハ 

総
排
気
量
が
一
・
五
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
る
も
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

八
千
円 

ニ 

電
動
機
を
原
動
機
と
す
る
も
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
千
二
百
円 

 

附
則
第
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 
 

（
県
税
事
務
所
の
長
に
対
す
る
知
事
の
権
限
の
委
任
の
特
例
） 

第
三
条
の
二 

知
事
は
、
法
附
則
第
二
十
九
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
軽
自
動
車
税
の

環
境
性
能
割
の
賦
課
徴
収
に
関
す
る
事
務
を
埼
玉
県
自
動
車
税
事
務
所
長
に
委
任
す
る
も
の

と
す
る
。
た
だ
し
、
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

附
則
第
六
条
の
三
中
「
附
則
第
四
条
の
五
第
一
項
」
を
「
附
則
第
四
条
の
六
第
一
項
」
に
改

め
る
。 

 

附
則
第
十
六
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

第
十
六
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で 

削
除 

 

附
則
第
二
十
二
条
の
二
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。 

 
 

（
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
非
課
税
） 

第
二
十
二
条
の
三 

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
十
の
条
例
で
定
め
る
路
線
は
、
国
土
交
通
大
臣

が
地
方
バ
ス
路
線
の
維
持
の
た
め
に
交
付
す
る
車
両
購
入
に
係
る
補
助
を
受
け
て
取
得
し
た

一
般
乗
合
用
の
バ
ス
が
運
行
の
用
に
供
さ
れ
る
路
線
と
す
る
。 

 
 

（
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
税
率
の
特
例
） 

第
二
十
二
条
の
四 

営
業
用
の
自
動
車
に
対
す
る
第
五
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
こ
れ
ら

の
規
定
を
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
同
条
第
三
項
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
条
の
規
定
中
同
表
の
中
欄

に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。 

 

第
一
項
（
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
） 

百
分
の
一 

百
分
の
○
・
五 

 



    
 

（
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
課
税
標
準
の
特
例
） 

第
二
十
二
条
の
五 

道
路
運
送
法
第
三
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送

事
業
を
経
営
す
る
者
が
同
法
第
五
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
路
線
定
期
運
行
の
用
に
供

す
る
自
動
車
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
路
線
バ
ス
等
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、

次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
つ
て
乗
降
口
か
ら
車
椅
子
を
固
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
設
備
ま
で
の
通
路
に
段
が
な
い
も
の
（
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
で

最
初
の
第
四
十
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
新
規
登
録
（
以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第
二
十
三
条

に
お
い
て
「
初
回
新
規
登
録
」
と
い
う
。
）
を
受
け
る
も
の
に
対
す
る
第
五
十
条
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
路
線
バ
ス
等
の
取
得
が
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
行

わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
同
条
中
「
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
と
い
う
。
）
か
ら
千
万

円
を
控
除
し
て
得
た
額
」
と
す
る
。 

一 

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律

第
九
十
一
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
本
方
針
（
次
項
第
一
号
及
び
第
三
項
第
一

号
に
お
い
て
「
基
本
方
針
」
と
い
う
。
）
に
平
成
三
十
二
年
度
ま
で
に
導
入
す
る
台
数
が

目
標
と
し
て
定
め
ら
れ
た
自
動
車
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

二 

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
八
条
第
一
項
に
規

定
す
る
公
共
交
通
移
動
等
円
滑
化
基
準
（
次
項
第
二
号
及
び
第
三
項
第
二
号
に
お
い
て
「
公

共
交
通
移
動
等
円
滑
化
基
準
」
と
い
う
。
）
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の
に
適
合
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。 

２ 

路
線
バ
ス
等
の
う
ち
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
つ
て
車
椅
子
を
使

用
し
た
ま
ま
円
滑
に
乗
降
す
る
た
め
の
昇
降
機
を
備
え
る
も
の
（
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の

に
限
る
。
）
で
初
回
新
規
登
録
を
受
け
る
も
の
に
対
す
る
第
五
十
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
当
該
路
線
バ
ス
等
の
取
得
が
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き

に
限
り
、
同
条
中
「
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
と
い
う
。
）
か
ら
六
百
五
十
万
円
（
乗

車
定
員
三
十
人
未
満
の
附
則
第
二
十
二
条
の
五
第
二
項
に
規
定
す
る
路
線
バ
ス
等
に
あ
つ
て

は
、
二
百
万
円
）
を
控
除
し
て
得
た
額
」
と
す
る
。 

一 

基
本
方
針
に
平
成
三
十
二
年
度
ま
で
に
導
入
す
る
台
数
が
目
標
と
し
て
定
め
ら
れ
た
自

動
車
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

二 

公
共
交
通
移
動
等
円
滑
化
基
準
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。 

３ 

道
路
運
送
法
第
三
条
第
一
号
ハ
に
規
定
す
る
一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
を
経
営
す

第
三
項 

第
二
項
（
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
） 

百
分
の
三 

百
分
の
二 

百
分
の
二 

百
分
の
一 

 



る
者
が
そ
の
事
業
の
用
に
供
す
る
乗
用
車
の
う
ち
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も

の
で
あ
つ
て
そ
の
構
造
及
び
設
備
が
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関

す
る
法
律
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
高
齢
者
、
障
害
者
等
（
第
三
号
に
お
い
て
「
高
齢
者
、

障
害
者
等
」
と
い
う
。
）
の
移
動
上
の
利
便
性
を
特
に
向
上
さ
せ
る
も
の
（
施
行
規
則
で
定

め
る
も
の
に
限
る
。
）
で
初
回
新
規
登
録
を
受
け
る
も
の
に
対
す
る
第
五
十
条
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
当
該
乗
用
車
の
取
得
が
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た

と
き
に
限
り
、
同
条
中
「
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
と
い
う
。
）
か
ら
百
万
円
を
控

除
し
て
得
た
額
」
と
す
る
。 

一 

基
本
方
針
に
平
成
三
十
二
年
度
ま
で
に
導
入
す
る
台
数
が
目
標
と
し
て
定
め
ら
れ
た
自

動
車
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

二 

公
共
交
通
移
動
等
円
滑
化
基
準
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。 

三 

高
齢
者
、
障
害
者
等
を
含
む
全
て
の
利
用
者
の
移
動
上
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
機
能

を
有
す
る
構
造
及
び
設
備
が
特
に
優
れ
た
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
認
め
た
も
の
で

あ
る
こ
と
。 

４ 

次
に
掲
げ
る
自
動
車
の
う
ち
、
横
滑
り
及
び
転
覆
に
対
す
る
安
全
性
の
向
上
を
図
る
た
め

の
装
置
（
以
下
こ
の
項
か
ら
第
六
項
ま
で
に
お
い
て
「
車
両
安
定
性
制
御
装
置
」
と
い
う
。
）

並
び
に
衝
突
に
対
す
る
安
全
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
装
置
（
以
下
こ
の
項
か
ら
第
六
項
ま

で
に
お
い
て
「
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制
御
装
置
」
と
い
う
。
）
を
備
え
る
も
の
（
施
行
規
則

で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
で
初
回
新
規
登
録
を
受
け
る
も
の
に
対
す
る
第
五
十
条
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
自
動
車
の
取
得
が
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
（
第
三
号
に

掲
げ
る
ト
ラ
ッ
ク
に
あ
つ
て
は
、
平
成
三
十
年
十
月
三
十
一
日
）
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に

限
り
、
同
条
中
「
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
と
い
う
。
）
か
ら
五
百
二
十
五
万
円
を

控
除
し
て
得
た
額
」
と
す
る
。 

一 

第
五
十
一
条
第
一
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
車
両
総
重
量
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。
）
が
五
ト
ン
を
超
え
十
二
ト
ン
以
下
の
乗
用
車
（
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）

又
は
バ
ス
（
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
（
第
六
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
お

い
て
「
バ
ス
等
」
と
い
う
。
）
で
あ
つ
て
、
道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ

り
平
成
二
十
八
年
二
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
車
両
安

定
性
制
御
装
置
に
係
る
保
安
上
又
は
公
害
防
止
そ
の
他
の
環
境
保
全
上
の
技
術
基
準
で
施

行
規
則
で
定
め
る
も
の
（
以
下
こ
の
項
か
ら
第
六
項
ま
で
に
お
い
て
「
車
両
安
定
性
制
御

装
置
に
係
る
保
安
基
準
」
と
い
う
。
）
及
び
同
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
五
年
一
月
二

十
七
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制
御
装

置
に
係
る
保
安
上
又
は
公
害
防
止
そ
の
他
の
環
境
保
全
上
の
技
術
基
準
で
施
行
規
則
で
定



め
る
も
の
（
以
下
こ
の
項
か
ら
第
六
項
ま
で
に
お
い
て
「
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制
御
装
置

に
係
る
保
安
基
準
」
と
い
う
。
）
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
も
の 

二 

車
両
総
重
量
が
三
・
五
ト
ン
を
超
え
八
ト
ン
以
下
の
ト
ラ
ッ
ク
（
施
行
規
則
で
定
め
る

け
ん
引
自
動
車
及
び
被
け
ん
引
自
動
車
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
か
ら
第
六
項
ま
で
に
お
い

て
同
じ
。
）
で
あ
つ
て
、
道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
八
年

二
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
車
両
安
定
性
制
御
装
置
に

係
る
保
安
基
準
及
び
同
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
六
年
二
月
十
三
日
以
降
に
適
用
さ
れ

る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制
御
装
置
に
係
る
保
安
基
準
の
い

ず
れ
に
も
適
合
す
る
も
の 

三 

車
両
総
重
量
が
八
ト
ン
を
超
え
二
十
ト
ン
以
下
の
ト
ラ
ッ
ク
で
あ
つ
て
、
道
路
運
送
車

両
法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
八
年
二
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も

の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
車
両
安
定
性
制
御
装
置
に
係
る
保
安
基
準
及
び
同
条
の
規
定
に
よ

り
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
衝
突
被

害
軽
減
制
動
制
御
装
置
に
係
る
保
安
基
準
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
も
の 

５ 

次
に
掲
げ
る
自
動
車
の
う
ち
、
車
両
安
定
性
制
御
装
置
及
び
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制
御
装

置
を
備
え
る
も
の
（
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
で
初
回
新
規
登
録
を
受
け
る
も

の
に
対
す
る
第
五
十
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
ト
ラ
ッ
ク
に
あ
つ

て
は
当
該
ト
ラ
ッ
ク
の
取
得
が
平
成
三
十
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
第
二
号
に
掲
げ
る
ト
ラ
ッ
ク
に
あ
つ
て
は
当
該
ト
ラ
ッ

ク
の
取
得
が
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た

と
き
に
限
り
、
同
条
中
「
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
と
い
う
。
）
か
ら
三
百
五
十
万

円
を
控
除
し
て
得
た
額
」
と
す
る
。 

一 

車
両
総
重
量
が
八
ト
ン
を
超
え
二
十
ト
ン
以
下
の
ト
ラ
ッ
ク
で
あ
つ
て
、
道
路
運
送
車

両
法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
八
年
二
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も

の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
車
両
安
定
性
制
御
装
置
に
係
る
保
安
基
準
及
び
同
条
の
規
定
に
よ

り
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
衝
突
被

害
軽
減
制
動
制
御
装
置
に
係
る
保
安
基
準
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
も
の 

二 

車
両
総
重
量
が
二
十
ト
ン
を
超
え
二
十
二
ト
ン
以
下
の
ト
ラ
ッ
ク
で
あ
つ
て
、
道
路
運

送
車
両
法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
七
年
九
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ

き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
車
両
安
定
性
制
御
装
置
に
係
る
保
安
基
準
及
び
同
条
の
規
定

に
よ
り
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
衝

突
被
害
軽
減
制
動
制
御
装
置
に
係
る
保
安
基
準
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
も
の 

６ 

次
に
掲
げ
る
自
動
車
の
う
ち
、
車
両
安
定
性
制
御
装
置
又
は
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制
御
装

置
の
い
ず
れ
か
を
備
え
る
も
の
（
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
で
初
回
新
規
登
録



を
受
け
る
も
の
に
対
す
る
第
五
十
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
自
動
車
の
取
得
が

平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
（
第
四
号
に
掲
げ
る
ト
ラ
ッ
ク
に
あ
つ
て
は
、
平
成
三
十
年

十
月
三
十
一
日
）
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
同
条
中
「
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
、

「
と
い
う
。
）
か
ら
三
百
五
十
万
円
を
控
除
し
て
得
た
額
」
と
す
る
。 

一 

車
両
総
重
量
が
五
ト
ン
以
下
の
バ
ス
等
で
あ
つ
て
、
道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
一
条
の

規
定
に
よ
り
平
成
二
十
六
年
二
月
十
三
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら

れ
た
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制
御
装
置
に
係
る
保
安
基
準
に
適
合
す
る
も
の 

二 

車
両
総
重
量
が
五
ト
ン
を
超
え
十
二
ト
ン
以
下
の
バ
ス
等
で
あ
つ
て
、
道
路
運
送
車
両

法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
八
年
二
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の

と
し
て
定
め
ら
れ
た
車
両
安
定
性
制
御
装
置
に
係
る
保
安
基
準
又
は
同
条
の
規
定
に
よ
り

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
七
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
衝
突

被
害
軽
減
制
動
制
御
装
置
に
係
る
保
安
基
準
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
も
の 

三 

車
両
総
重
量
が
三
・
五
ト
ン
を
超
え
八
ト
ン
以
下
の
ト
ラ
ッ
ク
で
あ
つ
て
、
道
路
運
送

車
両
法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
八
年
二
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き

も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
車
両
安
定
性
制
御
装
置
に
係
る
保
安
基
準
又
は
同
条
の
規
定
に

よ
り
平
成
二
十
六
年
二
月
十
三
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
衝

突
被
害
軽
減
制
動
制
御
装
置
に
係
る
保
安
基
準
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
も
の 

四 

車
両
総
重
量
が
八
ト
ン
を
超
え
二
十
ト
ン
以
下
の
ト
ラ
ッ
ク
で
あ
つ
て
、
道
路
運
送
車

両
法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
八
年
二
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も

の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
車
両
安
定
性
制
御
装
置
に
係
る
保
安
基
準
又
は
同
条
の
規
定
に
よ

り
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
衝
突
被

害
軽
減
制
動
制
御
装
置
に
係
る
保
安
基
準
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
も
の 

７ 

前
各
項
の
規
定
は
、
第
五
十
四
条
又
は
法
第
百
六
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
る
申

告
書
又
は
修
正
申
告
書
に
、
当
該
自
動
車
に
つ
き
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す

る
旨
そ
の
他
の
施
行
規
則
で
定
め
る
事
項
の
記
載
が
あ
る
場
合
に
限
り
、
適
用
す
る
。 

 

（
自
動
車
等
持
出
困
難
区
域
内
自
動
車
以
外
の
自
動
車
に
対
す
る
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割

の
納
税
義
務
の
免
除
等
） 

第
二
十
二
条
の
六 

法
附
則
第
五
十
三
条
の
二
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
自
動
車
等
持
出
困

難
区
域
（
以
下
こ
の
項
及
び
附
則
第
二
十
三
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
「
自
動
車
等
持
出
困

難
区
域
」
と
い
う
。
）
内
の
法
附
則
第
五
十
三
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
自
動
車
等
（
以

下
こ
の
項
及
び
附
則
第
二
十
三
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
「
対
象
区
域
内
自
動
車
等
」
と
い

う
。
）
の
当
該
自
動
車
等
持
出
困
難
区
域
を
指
定
す
る
旨
の
公
示
が
あ
つ
た
日
に
お
け
る
所

有
者
（
第
四
十
八
条
第
一
項
又
は
法
第
四
百
四
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
買
主
）
そ
の
他
の
施
行
令
附
則
第
三
十
二
条
第
四
項
に
規



定
す
る
者
が
対
象
区
域
内
自
動
車
等
以
外
の
自
動
車
（
以
下
こ
の
項
及
び
附
則
第
二
十
三
条

の
二
第
一
項
に
お
い
て
「
他
の
自
動
車
」
と
い
う
。
）
の
取
得
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当

該
他
の
自
動
車
の
取
得
を
し
た
後
に
、
対
象
区
域
内
自
動
車
等
が
対
象
区
域
内
用
途
廃
止
等

自
動
車
等
（
法
附
則
第
五
十
三
条
の
二
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車
等
で
施
行
令
附
則
第

三
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
附
則
第
二
十
三
条
の
二
第

五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
り
、
か
つ
、
当
該
取
得
し
た
他
の
自
動
車

を
対
象
区
域
内
用
途
廃
止
等
自
動
車
等
に
代
わ
る
も
の
と
知
事
が
認
め
る
と
き
は
、
当
該
他

の
自
動
車
の
取
得
が
同
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た
と
き

に
限
り
、
当
該
他
の
自
動
車
に
対
し
て
課
す
る
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
に
係
る
徴
収
金
に

係
る
納
税
義
務
を
免
除
す
る
。 

２ 

自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
に
係
る
徴
収
金
を
徴
収
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
自
動
車
税

の
環
境
性
能
割
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
、
施
行
令
附

則
第
三
十
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
者
の
申
請
に
基
づ
い
て
、
当
該
徴
収
金
を
還
付
す
る
。 

３ 

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
に
係
る
徴
収
金
を
還
付
す
る
場

合
に
お
い
て
、
還
付
を
受
け
る
者
の
未
納
に
係
る
徴
収
金
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
還
付
す
べ

き
額
を
こ
れ
に
充
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
に
係
る
徴
収
金
を
還
付
し
、
又
は
充
当

す
る
場
合
に
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
還
付
の
申
請
が
あ
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
を

経
過
し
た
日
を
法
第
十
七
条
の
四
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
日
と
み
な
し
て
、
同
項
の
規
定
を

適
用
す
る
。 

 

附
則
第
二
十
三
条
の
見
出
し
中
「
自
動
車
税
」
の
下
に
「
の
種
別
割
」
を
加
え
、
同
条
第
一

項
中
「
電
気
を
動
力
源
と
す
る
自
動
車
で
内
燃
機
関
を
有
し
な
い
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
」

を
「
法
第
百
四
十
九
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
電
気
自
動
車
を
い
う
。
次
項
第
一
号
」
に
、

「
専
ら
可
燃
性
天
然
ガ
ス
を
内
燃
機
関
の
燃
料
と
し
て
用
い
る
自
動
車
で
施
行
規
則
で
定
め
る

も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
」
を
「
同
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
天
然
ガ
ス
自
動
車
を
い

う
。
次
項
第
二
号
」
に
、
「
内
燃
機
関
を
有
す
る
自
動
車
で
併
せ
て
電
気
そ
の
他
の
施
行
規
則

で
定
め
る
も
の
を
動
力
源
と
し
て
用
い
る
も
の
で
あ
つ
て
、
廃
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
回
収
す
る
機
能

を
備
え
て
い
る
こ
と
に
よ
り
大
気
汚
染
防
止
法
第
二
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
自
動
車
排
出
ガ

ス
の
排
出
の
抑
制
に
資
す
る
も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の
」
を
「
同
条
第
一
項
第
三
号
に

規
定
す
る
電
力
併
用
自
動
車
」
に
、
「
バ
ス
（
一
般
乗
合
用
の
も
の
に
限
る
。
）
」
を
「
第
五

十
五
条
の
八
第
一
項
第
三
号
イ
⑴
に
規
定
す
る
一
般
乗
合
用
バ
ス
」
に
、
「
平
成
二
十
八
年
度

分
の
自
動
車
税
」
を
「
当
該
各
号
に
定
め
る
年
度
以
後
の
年
度
分
の
自
動
車
税
の
種
別
割
」
に
、

「
第
四
十
八
条
の
」
を
「
同
条
の
」
に
改
め
、
「
上
欄
に
掲
げ
る
」
の
下
に
「
同
条
の
」
を
加

え
、
同
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 



一 

ガ
ソ
リ
ン
又
は
液
化
石
油
ガ
ス
を
内
燃
機
関
の
燃
料
と
し
て
用
い
る
自
動
車
で
平
成
十

六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
初
回
新
規
登
録
を
受
け
た
も
の 

初
回
新
規
登
録
を
受
け
た

日
か
ら
起
算
し
て
十
四
年
を
経
過
し
た
日
の
属
す
る
年
度 

二 
第
五
十
一
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
軽
油
自
動
車
（
次
項
第
五
号
に
お
い
て
「
軽

油
自
動
車
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
の
前
号
に
掲
げ
る
自
動
車
以
外
の
自
動
車
で
平
成
十
八

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
初
回
新
規
登
録
を
受
け
た
も
の 

初
回
新
規
登
録
を
受
け
た
日

か
ら
起
算
し
て
十
二
年
を
経
過
し
た
日
の
属
す
る
年
度 

 

附
則
第
二
十
三
条
第
一
項
の
表
第
四
十
八
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
項
中
「
第
四
十
八
条
第
一

項
第
一
号
イ
」
を
「
第
一
項
第
一
号
イ
」
に
改
め
、
同
表
第
四
十
八
条
第
一
項
第
一
号
ロ
の
項

中
「
第
四
十
八
条
第
一
項
第
一
号
ロ
」
を
「
第
一
項
第
一
号
ロ
」
に
改
め
、
同
表
第
四
十
八
条

第
一
項
第
二
号
イ
の
項
中
「
第
四
十
八
条
第
一
項
第
二
号
イ
」
を
「
第
一
項
第
二
号
イ
」
に
改

め
、
同
表
第
四
十
八
条
第
一
項
第
二
号
ロ
の
項
中
「
第
四
十
八
条
第
一
項
第
二
号
ロ
」
を
「
第

一
項
第
二
号
ロ
」
に
改
め
、
同
表
第
四
十
八
条
第
一
項
第
二
号
ハ
⑴
の
項
中
「
第
四
十
八
条
第

一
項
第
二
号
ハ
⑴
」
を
「
第
一
項
第
二
号
ハ
⑴
」
に
改
め
、
同
表
第
四
十
八
条
第
一
項
第
二
号

ハ
⑵
の
項
中
「
第
四
十
八
条
第
一
項
第
二
号
ハ
⑵
」
を
「
第
一
項
第
二
号
ハ
⑵
」
に
改
め
、
同

表
第
四
十
八
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑵
の
項
中
「
第
四
十
八
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑵
」
を
「
第
一

項
第
三
号
イ
⑵
」
に
改
め
、
同
表
第
四
十
八
条
第
一
項
第
三
号
ロ
の
項
中
「
第
四
十
八
条
第
一

項
第
三
号
ロ
」
を
「
第
一
項
第
三
号
ロ
」
に
改
め
、
同
表
第
四
十
八
条
第
一
項
第
四
号
の
項
中

「
第
四
十
八
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
表
第
四
十
八
条
第
一
項

第
五
号
イ
の
項
中
「
第
四
十
八
条
第
一
項
第
五
号
イ
」
を
「
第
一
項
第
五
号
イ
」
に
改
め
、
同

表
第
四
十
八
条
第
一
項
第
五
号
ロ
の
項
中
「
第
四
十
八
条
第
一
項
第
五
号
ロ
」
を
「
第
一
項
第

五
号
ロ
」
に
改
め
、
同
表
第
四
十
八
条
第
一
項
第
五
号
ハ
の
項
中
「
第
四
十
八
条
第
一
項
第
五

号
ハ
」
を
「
第
一
項
第
五
号
ハ
」
に
改
め
、
同
表
第
四
十
八
条
第
一
項
第
五
号
ニ
の
項
中
「
第

四
十
八
条
第
一
項
第
五
号
ニ
」
を
「
第
一
項
第
五
号
ニ
」
に
改
め
、
同
表
第
四
十
八
条
第
二
項

第
一
号
の
項
中
「
第
四
十
八
条
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第
二
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
表
第
四

十
八
条
第
二
項
第
二
号
の
項
中
「
第
四
十
八
条
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
二
項
第
二
号
」
に
改

め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
四
十
八
条
の
」
を
「
第
五
十
五
条
の
八
の
」
に
、
「
平
成
二
十
六
年

四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
車
新
規
登
録
」
を
「
平
成
二
十

八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
初
回
新
規
登
録
」
に
、
「
に

あ
つ
て
は
平
成
二
十
七
年
度
分
の
自
動
車
税
に
限
り
、
当
該
自
動
車
が
平
成
二
十
七
年
四
月
一

日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
車
新
規
登
録
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て

は
平
成
二
十
八
年
度
分
の
自
動
車
税
」
を
「
に
は
、
平
成
二
十
九
年
度
分
の
自
動
車
税
の
種
別

割
」
に
改
め
、
「
上
欄
に
掲
げ
る
」
の
下
に
「
同
条
の
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号

ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 



二 

天
然
ガ
ス
自
動
車
の
う
ち
、
法
第
百
四
十
九
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
平
成
二
十

一
年
天
然
ガ
ス
車
基
準
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
平
成
二
十
一
年
天
然
ガ
ス
車
基
準
」

と
い
う
。
）
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
二
十
一
年
天
然
ガ
ス
車

基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
十
分
の
九
を
超
え
な
い
も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る

も
の 

 

三 

法
第
百
四
十
九
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
充
電
機
能
付
電
力
併
用
自
動
車 

四 

第
五
十
一
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
（
次
項
に
お
い
て
「
ガ
ソ

リ
ン
自
動
車
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
同
号
イ
⑴
に
規
定
す
る

平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
（
次
項
に
お
い
て
「
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中

量
車
基
準
」
と
い
う
。
）
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
も
の
で

あ
つ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
同
号
イ
⑶
に
規
定
す
る
平
成
三
十
二
年
度
基
準
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
百
十
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
の
も
の
で
施
行
規
則
で
定
め

る
も
の 

五 

軽
油
自
動
車
の
う
ち
、
第
五
十
一
条
第
一
項
第
二
号
イ
⑴
に
規
定
す
る
平
成
二
十
一
年

軽
油
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
乗
用
車 

 

附
則
第
二
十
三
条
第
二
項
の
表
第
四
十
八
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
項
中
「
第
四
十
八
条
第
一

項
第
一
号
イ
」
を
「
第
一
項
第
一
号
イ
」
に
改
め
、
同
表
第
四
十
八
条
第
一
項
第
一
号
ロ
の
項

中
「
第
四
十
八
条
第
一
項
第
一
号
ロ
」
を
「
第
一
項
第
一
号
ロ
」
に
改
め
、
同
表
第
四
十
八
条

第
一
項
第
二
号
イ
の
項
中
「
第
四
十
八
条
第
一
項
第
二
号
イ
」
を
「
第
一
項
第
二
号
イ
」
に
改

め
、
同
表
第
四
十
八
条
第
一
項
第
二
号
ロ
の
項
中
「
第
四
十
八
条
第
一
項
第
二
号
ロ
」
を
「
第

一
項
第
二
号
ロ
」
に
改
め
、
同
表
第
四
十
八
条
第
一
項
第
二
号
ハ
⑴
の
項
中
「
第
四
十
八
条
第

一
項
第
二
号
ハ
⑴
」
を
「
第
一
項
第
二
号
ハ
⑴
」
に
改
め
、
同
表
第
四
十
八
条
第
一
項
第
二
号

ハ
⑵
の
項
中
「
第
四
十
八
条
第
一
項
第
二
号
ハ
⑵
」
を
「
第
一
項
第
二
号
ハ
⑵
」
に
改
め
、
同

表
第
四
十
八
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑴
の
項
中
「
第
四
十
八
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑴
」
を
「
第
一

項
第
三
号
イ
⑴
」
に
改
め
、
同
表
第
四
十
八
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑵
の
項
中
「
第
四
十
八
条
第

一
項
第
三
号
イ
⑵
」
を
「
第
一
項
第
三
号
イ
⑵
」
に
改
め
、
同
表
第
四
十
八
条
第
一
項
第
三
号

ロ
の
項
中
「
第
四
十
八
条
第
一
項
第
三
号
ロ
」
を
「
第
一
項
第
三
号
ロ
」
に
改
め
、
同
表
第
四

十
八
条
第
一
項
第
四
号
の
項
中
「
第
四
十
八
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
一
項
第
四
号
」
に
改

め
、
同
表
第
四
十
八
条
第
一
項
第
五
号
イ
の
項
中
「
第
四
十
八
条
第
一
項
第
五
号
イ
」
を
「
第

一
項
第
五
号
イ
」
に
改
め
、
同
表
第
四
十
八
条
第
一
項
第
五
号
ロ
の
項
中
「
第
四
十
八
条
第
一

項
第
五
号
ロ
」
を
「
第
一
項
第
五
号
ロ
」
に
改
め
、
同
表
第
四
十
八
条
第
一
項
第
五
号
ハ
の
項

中
「
第
四
十
八
条
第
一
項
第
五
号
ハ
」
を
「
第
一
項
第
五
号
ハ
」
に
改
め
、
同
表
第
四
十
八
条

第
一
項
第
五
号
ニ
の
項
中
「
第
四
十
八
条
第
一
項
第
五
号
ニ
」
を
「
第
一
項
第
五
号
ニ
」
に
改

め
、
同
表
第
四
十
八
条
第
二
項
第
一
号
の
項
中
「
第
四
十
八
条
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第
二
項



第
一
号
」
に
改
め
、
同
表
第
四
十
八
条
第
二
項
第
二
号
の
項
中
「
第
四
十
八
条
第
二
項
第
二
号
」

を
「
第
二
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
の
表
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

３ 

ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
の
う
ち
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車

基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
も
の
で
あ
つ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
効
率
が
第
五
十
一
条
第
一
項
第
一
号
ロ
⑶
に
規
定
す
る
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
百
二
十
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
の
も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る

も
の
（
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
自
動
車
を
除
く
。
）
に
対
す
る
第
五
十
五
条
の
八
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
自
動
車
が
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
初
回
新
規
登
録
を
受
け
た
場
合
に
は
、
平
成
二
十
九
年
度
分
の

自
動
車
税
の
種
別
割
に
限
り
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
条
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲

げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。 

 

附
則
第
二
十
三
条
第
三
項
の
表
第
四
十
八
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
項
中
「
第
四
十
八
条
第
一

項
第
一
号
イ
」
を
「
第
一
項
第
一
号
イ
」
に
改
め
、
同
表
第
四
十
八
条
第
一
項
第
一
号
ロ
の
項

中
「
第
四
十
八
条
第
一
項
第
一
号
ロ
」
を
「
第
一
項
第
一
号
ロ
」
に
改
め
、
同
表
第
四
十
八
条

第
一
項
第
二
号
イ
の
項
中
「
第
四
十
八
条
第
一
項
第
二
号
イ
」
を
「
第
一
項
第
二
号
イ
」
に
改

め
、
同
表
第
四
十
八
条
第
一
項
第
二
号
ロ
の
項
中
「
第
四
十
八
条
第
一
項
第
二
号
ロ
」
を
「
第

一
項
第
二
号
ロ
」
に
改
め
、
同
表
第
四
十
八
条
第
一
項
第
二
号
ハ
⑴
の
項
中
「
第
四
十
八
条
第

一
項
第
二
号
ハ
⑴
」
を
「
第
一
項
第
二
号
ハ
⑴
」
に
改
め
、
同
表
第
四
十
八
条
第
一
項
第
二
号

ハ
⑵
の
項
中
「
第
四
十
八
条
第
一
項
第
二
号
ハ
⑵
」
を
「
第
一
項
第
二
号
ハ
⑵
」
に
改
め
、
同

表
第
四
十
八
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑴
の
項
中
「
第
四
十
八
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑴
」
を
「
第
一

項
第
三
号
イ
⑴
」
に
改
め
、
同
表
第
四
十
八
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑵
の
項
中
「
第
四
十
八
条
第

一
項
第
三
号
イ
⑵
」
を
「
第
一
項
第
三
号
イ
⑵
」
に
改
め
、
同
表
第
四
十
八
条
第
一
項
第
三
号

ロ
の
項
中
「
第
四
十
八
条
第
一
項
第
三
号
ロ
」
を
「
第
一
項
第
三
号
ロ
」
に
改
め
、
同
表
第
四

十
八
条
第
一
項
第
四
号
の
項
中
「
第
四
十
八
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
一
項
第
四
号
」
に
改

め
、
同
表
第
四
十
八
条
第
一
項
第
五
号
イ
の
項
中
「
第
四
十
八
条
第
一
項
第
五
号
イ
」
を
「
第

一
項
第
五
号
イ
」
に
改
め
、
同
表
第
四
十
八
条
第
一
項
第
五
号
ロ
の
項
中
「
第
四
十
八
条
第
一

項
第
五
号
ロ
」
を
「
第
一
項
第
五
号
ロ
」
に
改
め
、
同
表
第
四
十
八
条
第
一
項
第
五
号
ハ
の
項

中
「
第
四
十
八
条
第
一
項
第
五
号
ハ
」
を
「
第
一
項
第
五
号
ハ
」
に
改
め
、
同
表
第
四
十
八
条

第
一
項
第
五
号
ニ
の
項
中
「
第
四
十
八
条
第
一
項
第
五
号
ニ
」
を
「
第
一
項
第
五
号
ニ
」
に
改

め
、
同
表
第
四
十
八
条
第
二
項
第
一
号
の
項
中
「
第
四
十
八
条
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第
二
項

第
一
号
」
に
改
め
、
同
表
第
四
十
八
条
第
二
項
第
二
号
の
項
中
「
第
四
十
八
条
第
二
項
第
二
号
」

を
「
第
二
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
二
十
三
条
の
二
の
見
出
し
を
「
（
自
動
車
等
持
出
困
難
区
域
内
自
動
車
以
外
の
自
動

車
等
に
係
る
自
動
車
税
の
種
別
割
の
納
税
義
務
の
免
除
等
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
附



則
第
十
八
条
の
五
第
一
項
」
を
「
附
則
第
二
十
二
条
の
六
第
一
項
」
に
改
め
、
「
（
第
四
十
七

条
に
規
定
す
る
自
動
車
に
限
る
。
）
」
を
削
り
、
「
自
動
車
税
」
の
下
に
「
の
種
別
割
」
を
加

え
、
同
項
第
一
号
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
平
成
二
十
八
年
度
分
」
を
「
平
成
二
十
九
年
度

分
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
一
号
と
し
、
同
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。 

二 

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間 

平
成
二
十

九
年
度
分
及
び
平
成
三
十
年
度
分 

三 

平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間 

平
成
三
十

年
度
分
及
び
平
成
三
十
一
年
度
分 

 

附
則
第
二
十
三
条
の
二
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
中
「
自
動
車
税
」
の
下
に
「
の
種

別
割
」
を
加
え
、
同
条
第
五
項
中
「
対
象
区
域
内
自
動
車
（
第
四
十
七
条
に
規
定
す
る
自
動
車

に
限
る
。
）
が
対
象
区
域
内
用
途
廃
止
等
自
動
車
」
を
「
対
象
区
域
内
自
動
車
等
（
自
動
車
で

あ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
対
象
区
域
内
用
途
廃
止
等
自
動
車
等
」

に
、
「
当
該
対
象
区
域
内
自
動
車
」
を
「
当
該
対
象
区
域
内
自
動
車
等
」
に
、
「
同
条
の
」
を

「
第
四
十
七
条
第
一
項
の
」
に
、
「
自
動
車
持
出
困
難
区
域
」
を
「
自
動
車
等
持
出
困
難
区
域
」

に
、
「
同
条
に
」
を
「
同
項
に
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
二
十
七
条
を
削
る
。 

 

（
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
等
の
所
有
す
る
自
動
車
に
対
す
る
自
動
車
税
の
賦
課
徴
収
に
つ
い
て

の
埼
玉
県
税
条
例
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
等
の
所
有
す
る
自
動
車
に
対
す
る
自
動
車
税
の
賦
課
徴
収
に
つ

い
て
の
埼
玉
県
税
条
例
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
埼
玉
県
条
例
第
五
十
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

題
名
及
び
第
一
条
中
「
自
動
車
税
」
の
下
に
「
の
種
別
割
」
を
加
え
る
。 

 

第
一
条
の
二
の
見
出
し
中
「
自
動
車
税
」
の
下
に
「
の
種
別
割
」
を
加
え
、
同
条
第
一
項
中

「
自
動
車
税
の
税
率
」
を
「
自
動
車
税
の
種
別
割
の
税
率
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
自
動

車
税
」
の
下
に
「
の
種
別
割
」
を
加
え
る
。 

 

第
二
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
及
び
第
三
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
自
動
車
税
」
の
下

に
「
の
種
別
割
」
を
加
え
る
。 

（
法
人
の
県
民
税
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
三
条 

法
人
の
県
民
税
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
五
十
年
埼
玉
県
条
例
第
七
十
三
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
中
「
百
分
の
四
」
を
「
百
分
の
一
・
八
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
条
第
一
項
中
「
四
分
の
〇
・
八
」
を
「
一
・
八
分
の
〇
・
八
」
に
改
め
る
。 

（
彩
の
国
み
ど
り
の
基
金
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
四
条 

彩
の
国
み
ど
り
の
基
金
条
例
（
平
成
二
十
年
埼
玉
県
条
例
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の



よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
二
条
第
一
号
中
「
自
動
車
税
」
の
下
に
「
の
種
別
割
」
を
加
え
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
附
則
第
六

条
の
三
の
改
正
規
定
は
、
平
成
三
十
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
法
人
の
県
民
税
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
埼
玉
県
税
条
例
（
以
下
「
改
正
後
の
条
例
」
と
い
う
。
）
第
三

十
条
の
二
の
規
定
並
び
に
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
法
人
の
県
民
税
の
特
例
に
関
す
る
条
例

第
二
条
及
び
第
三
条
第
一
項
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）

以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
分
の
法
人
の
県
民
税
及
び
同
日
以
後
に
開
始
す
る
連
結
事
業
年
度

分
の
法
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
分
の
法
人
の
県
民
税

及
び
同
日
前
に
開
始
し
た
連
結
事
業
年
度
分
の
法
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。 

 

（
法
人
の
事
業
税
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

３ 

施
行
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
に
係
る
法
人
の
事
業
税
に
つ
い
て
の
こ
の
条
例
に
よ
る
改

正
前
の
埼
玉
県
税
条
例
（
附
則
第
七
項
に
お
い
て
「
改
正
前
の
条
例
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二

十
七
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

 

（
自
動
車
取
得
税
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

４ 

施
行
日
前
の
自
動
車
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
自
動
車
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。 

 

（
自
動
車
税
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

５ 

改
正
後
の
条
例
の
規
定
中
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
に
関
す
る
部
分
は
、
施
行
日
以
後
に
取

得
さ
れ
た
自
動
車
に
対
し
て
課
す
る
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
に
つ
い
て
適
用
す
る
。 

６ 

改
正
後
の
条
例
の
規
定
中
自
動
車
税
の
種
別
割
に
関
す
る
部
分
は
、
平
成
二
十
九
年
度
以
後

の
年
度
分
の
自
動
車
税
の
種
別
割
に
つ
い
て
適
用
し
、
平
成
二
十
八
年
度
分
ま
で
の
自
動
車
税

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

７ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
改
正
前
の
条
例
附
則
第
二
十

三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
納
税
義
務
を
免
除
さ
れ
る
平
成
二
十
七
年
度
分
及
び
平
成
二

十
八
年
度
分
の
自
動
車
税
に
係
る
徴
収
金
に
係
る
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
還
付
又
は
同
条

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
充
当
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

８ 

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
総
務
大
臣
が
地
方
税
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
十
三
号
）
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る

規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
税
法
（
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
五
十
二
条
第
二
項
第



一
号
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
て
公
示
し
た
同
号
に
規
定
す
る
自
動
車
持
出
困
難
区
域
（
以
下
「
旧

自
動
車
持
出
困
難
区
域
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
地
方
税
法
及
び
国
有
資
産
等
所
在
市
町
村
交

付
金
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
十
七
号
）
の
施
行
の
日
以
後
最
初

に
旧
法
附
則
第
五
十
二
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
て
公
示
し
た
区
域
（
以
下
「
初

回
指
定
旧
自
動
車
持
出
困
難
区
域
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日

を
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
に
よ
る
改

正
後
の
地
方
税
法
（
以
下
「
新
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
五
十
三
条
の
二
第
二
項
第
一
号
の
規

定
に
よ
る
同
号
に
規
定
す
る
自
動
車
等
持
出
困
難
区
域
（
次
項
に
お
い
て
「
自
動
車
等
持
出
困

難
区
域
」
と
い
う
。
）
を
指
定
す
る
旨
の
公
示
が
あ
っ
た
日
と
み
な
し
て
、
改
正
後
の
条
例
附

則
第
二
十
二
条
の
六
第
一
項
並
び
に
第
二
十
三
条
の
二
第
一
項
及
び
第
五
項
の
規
定
を
適
用
す

る
。 

９ 

旧
自
動
車
持
出
困
難
区
域
の
う
ち
、
初
回
指
定
旧
自
動
車
持
出
困
難
区
域
以
外
の
区
域
に
つ

い
て
は
、
当
該
区
域
に
係
る
旧
法
附
則
第
五
十
二
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
旧
自
動
車

持
出
困
難
区
域
を
指
定
す
る
旨
の
公
示
が
あ
っ
た
日
を
新
法
附
則
第
五
十
三
条
の
二
第
二
項
第

一
号
の
規
定
に
よ
る
自
動
車
等
持
出
困
難
区
域
を
指
定
す
る
旨
の
公
示
が
あ
っ
た
日
と
み
な
し

て
、
改
正
後
の
条
例
附
則
第
二
十
二
条
の
六
第
一
項
並
び
に
第
二
十
三
条
の
二
第
一
項
及
び
第

五
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。 



条

例 

埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
条
例
第
四
十
四
号 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
（
平
成
十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
八
十
四
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
第
一
第
一
号
の
表
第
四
項
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

別
表
第
一
第
一
号
の
表
第
五
項
中
ア
を
サ
と
し
、
ル
か
ら
テ
ま
で
を
ヲ
か
ら
ア
ま
で
と
し
、
ヌ

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

別
表
第
一
第
一
号
の
表
第
八
項
中
ヨ
を
タ
と
し
、
ト
か
ら
カ
ま
で
を
チ
か
ら
ヨ
ま
で
と
し
、
ヘ

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

別
表
第
一
第
一
号
の
表
第
九
項
中
ヨ
を
タ
と
し
、
ニ
か
ら
カ
ま
で
を
ホ
か
ら
ヨ
ま
で
と
し
、
ハ

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

別
表
第
一
第
一
号
の
表
の
備
考
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

四 

振
動
試
験
機
の
利
用
に
つ
い
て
当
該
機
器
に
附
属
す
る
恒
温
恒
湿
槽
を
併
せ
て
利
用
す

る
場
合
は
、
一
時
間
当
た
り
八
四
〇
円
を
加
算
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

ワ 

全
焦
点
三
次
元
形
状
測
定
機 

一
時
間 

一
、
六
二
〇
円 

 

ル 

電
磁
式
・
渦
電
流
式
膜
厚
計 

一
時
間 

一
三
〇
円 

 

ト 

振
動
試
験
機 
一
時
間 

二
、
二
三
〇
円 

 

ニ 

蛍
光
Ｘ
線
微
小
部
分
析
計 

一
時
間 
二
六
〇
円 

 



条

例 

埼
玉
県
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

 
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
条
例
第
四
十
五
号 

 
 

 

埼
玉
県
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る 

 
 

 
 

 

 
 

 

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例

（
昭
和
三
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
七
条
の
二
第
二
項
第
一
号
中
「
十
万
四
千
五
百
七
十
円
」
を
「
十
万
四
千
九
百
五
十
円
」
に

改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
五
万
六
千
七
百
九
十
円
」
を
「
五
万
七
千
三
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第

三
号
中
「
五
万
二
千
二
百
九
十
円
」
を
「
五
万
二
千
四
百
八
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
二

万
八
千
四
百
円
」
を
「
二
万
八
千
五
百
二
十
円
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
三
条
第
一
項
の
表
傷
病
補
償
年
金
の
項
及
び
同
条
第
三
項
の
表
障
害
厚
生
年
金
等
の
項

中
「
〇
・
八
六
」
を
「
〇
・
八
八
」
に
改
め
る
。 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

六
、
〇
〇
三
円 

 

七
、
七
七
五
円 

 

九
、
四
五
〇
円 
一
〇
、
七
〇
三
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
、
〇
六
八
円 

 

六
、
〇
五
〇
円 

 

六
、
七
八
三
円 

 
七
、
九
五
〇
円 

 
   

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
一
、
五
七
三
円 

一
二
、
三
一
八
円 

 
 

 
 
 

六
、
〇
八
三
円 

 

七
、
八
四
五
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

八
、
八
五
〇
円 

 

九
、
三
一
三
円 

 
 

 
 
 
 

五
、
一
三
三
円 

 

六
、
一
一
〇
円 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

九
、
四
九
〇
円 

一
〇
、
七
四
三
円 

一
一
、
六
〇
八
円 

一
二
、
三
五
〇
円 

 
 

 
 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
、
八
一
五
円 

 

七
、
九
八
〇
円 
 
 

八
、
八
七
八
円 

 
 

九
、
三
四
〇
円 

 
 

 
 

 
 

  
 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 

２ 

改
正
後
の
第
七
条
の
二
第
二
項
の
規
定
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
以
後
に
支
給
す
べ
き

事
由
が
生
じ
た
介
護
補
償
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
介
護
補

償
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

３ 

改
正
後
の
附
則
第
三
条
第
一
項
の
表
及
び
同
条
第
三
項
の
表
の
規
定
は
、
平
成
二
十
八
年
四

月
一
日
以
後
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
傷
病
補
償
年
金
及
び
休
業
補
償
並
び
に
同
日
前
に

「 

「 
 

」 

 

」 

を 

に
改
め
る
。 

別
表
中 



支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
傷
病
補
償
年
金
で
同
日
以
後
の
期
間
に
つ
い
て
支
給
す
べ
き
も
の

に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
傷
病
補
償
年
金
で
同
日
前
の
期
間

に
つ
い
て
支
給
す
べ
き
も
の
及
び
同
日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
休
業
補
償
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

４ 

改
正
後
の
別
表
の
規
定
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
以
後
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た

公
務
災
害
補
償
並
び
に
同
日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
傷
病
補
償
年
金
、
障
害
補
償
年

金
及
び
遺
族
補
償
年
金
で
同
日
以
後
の
期
間
に
つ
い
て
支
給
す
べ
き
も
の
の
補
償
基
礎
額
に
つ

い
て
適
用
し
、
そ
の
他
の
公
務
災
害
補
償
の
補
償
基
礎
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。 

 



規

則 

埼
玉
県
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
全
て
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
共
生
社
会
づ
く

り
条
例
施
行
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上

田

清

司 

埼
玉
県
規
則
第
六
十
五
号 

 
 

 

埼
玉
県
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
全
て
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
共
生
社
会 

 
 

 

づ
く
り
条
例
施
行
規
則 

 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
規
則
は
、
埼
玉
県
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
全
て
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
け
る
共
生
社
会
づ
く
り
条
例
（
平
成
二
十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
十
八
号
。
以
下
「
条
例
」
と

い
う
。
）
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
助
言
又
は
あ
っ
せ
ん
の
申
立
て
） 

第
二
条 

条
例
第
十
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
申
立
て
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
の

助
言
（
あ
っ
せ
ん
）
申
立
書
を
知
事
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

知
事
は
、
前
項
の
申
立
て
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
当
該
申
立
て
を
し
た

者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
公
表
の
方
法
） 

第
三
条 

条
例
第
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
公
表
（
第
二
号
に
お
い
て
「
公
表
」
と
い
う
。
）
は
、

次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
埼
玉
県
報
へ
の
登
載
そ
の
他
の
知
事
が
適
当
と
認
め
る
方
法
に

よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

一 

対
象
事
案
に
係
る
事
業
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
そ
の
他
の
団
体
に
あ
っ
て
は
、
そ
の

名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
並
び
に
主
た
る
事
務
所
又
は
事
業
所
の
所
在
地
） 

 

二 

公
表
の
原
因
と
な
る
事
実 

 

三 

勧
告
の
内
容 

 

四 

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
事
項 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
八
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

      



別記様式（第２条関係） 

 

助言（あっせん）申立書 

 

年  月  日 

 

  （宛先） 

  埼玉県知事       

 

 

住所 

氏名                  印 

法人その他の団体にあっては、主たる事務所 

又は事業所の所在地、名称及び代表者の氏名 

電話番号 

差別を受けた者との関係 

 

 

  下記の事案を解決したいので、埼玉県障害のある人もない人も全ての人が安心して暮

らしていける共生社会づくり条例第１８条第１項（第２項）の規定により、助言（あっ

せん）を申し立てます。 

 

記 

 

 １ 差別を受けた者 

 （１）住所 

 

 （２）氏名 

 

 ２ 差別をした者 

 （１）住所 

 

 （２）氏名（法人その他の団体にあっては、その名称） 

 

 ３ 対象事案の概要 

 

 ４ 求める措置の内容 

 

 ５ その他参考となる事項 

 

 備考 不要の文字は、抹消すること。 



規

則 

埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
規
則
第
六
十
六
号 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
（
平
成
十
五
年
埼
玉
県
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
九
条
の
二
の
表
中
全
焦
点
三
次
元
形
状
測
定
機
の
項
、
電
磁
式
・
渦
電
流
式
膜
厚
計
の
項
、

振
動
試
験
機
の
項
、
蛍
光
Ｘ
線
微
小
部
分
析
計
の
項
及
び
備
考
を
削
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
五
十
三
号 

 
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、

定
款
の
変
更
の
認
証
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
か
ら
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提

出
さ
れ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す

る
。 

 

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
変
更
後
の
定
款
並
び
に
当
該
定
款
の
変
更
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度

及
び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
活
動
予
算
書
を
、
申
請
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
二
月
間
、

県
民
生
活
部
共
助
社
会
づ
く
り
課
及
び
埼
玉
県
南
西
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
備
え
置
く

方
法
並
び
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（h

t
t
p

:
/
/
w
w
w
.
s
a
i
t
a
m
a
k
e
n
-
n
p
o
.
n
e
t
/

）
）
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
一
日 

二 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
和
光
虹
の
会 

三 

代
表
者
の
氏
名 

海
老
原 

利
昭 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

埼
玉
県
和
光
市
下
新
倉
一
丁
目
六
番
六
号 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

（
変
更
前
）
こ
の
法
人
は
、
知
的
障
害
児
者
及
び
そ
の
家
族
等
に
対
し
、
地
域
で
自
立
し
た 

生
活
を
営
ん
で
い
く
た
め
に
必
要
な
事
業
を
行
い
、
障
害
の
あ
る
人
々
が
地
域
社
会
の
中
で
共

に
暮
ら
せ
る
よ
う
支
援
し
、
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 
 

（
変
更
後
）
こ
の
法
人
は
、
知
的
障
害
者
を
は
じ
め
認
知
症
高
齢
者
等
が
、
安
心
し
て
暮
ら 

 

 

せ
る
よ
う
に
、
成
年
後
見
制
度
の
普
及
啓
発
及
び
利
用
支
援
を
行
い
、
地
域
の
権
利
擁
護
と
福 

 

祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

   



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
五
十
四
号 

 
次
の
軽
油
引
取
税
免
税
証
は
、
亡
失
し
た
の
で
、
亡
失
の
日
か
ら
無
効
と
す
る
。 

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

    

熊
谷
県
税
事
務
所 

免
税
証
を
交
付
し
た
事
務
所 

 

埼
玉
県
児
玉
郡
美
里
町
大
字
甘
粕
十
―
五 

 
 

 

埼
玉
ひ
び
き
の
農
業
協
同
組
合 

美
里
ス
タ
ン
ド 

 

免
税
証
に
記
載
さ
れ
た
販
売
業
者
の
所
在
地
及
び
氏
名
又
は
名
称 

 

二
〇
〇
㍑ 

 

免
税
証 

の
種
類 

０
９
Ｈ
０
４
２
９
５
６ 

～ 

０
９
Ｈ
０
４
２
９
５
７ 

 

平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
日 

亡
失
年
月
日 

 

二 

  

 

 農
業 

 

平
成
二
十
七
年
七
月
十
日 

～ 

平
成
二
十
八
年
五
月
三
十
一
日 

  

免
税
証
の
記
号
及
び
番
号 

 

枚
数 

用
途 

有 

効 

期 

間 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
五
十
五
号 

 
次
の
軽
油
引
取
税
免
税
証
は
、
亡
失
し
た
の
で
、
亡
失
の
日
か
ら
無
効
と
す
る
。 

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  

埼
玉
県
自
動
車
税
事
務
所 

免
税
証
を
交
付
し
た
事
務
所 

東
京
都
江
東
区
夢
の
島
三 

株
式
会
社
夢
の
島
マ
リ
ン
サ
ー
ビ
ス 

本
社
営
業
所 

免
税
証
に
記
載
さ
れ
た
販
売
業
者
の
所
在
地
及
び
氏
名
又
は
名
称 

 

一
〇
〇

㍑ 

   

五
〇

㍑ 

   

一
〇

㍑ 

   五

㍑ 

   一

㍑ 

  

免
税
証 

の
種
類 

０
３
Ｇ
０
７
８
６
５
１ 

～ 

０
３
Ｇ
０
７
８
６
５
２ 

 

０
３
Ｆ
０
３
２
４
５
８ 

～ 

０
３
Ｆ
０
３
２
４
６
０ 

 

０
３
Ｃ
１
０
１
２
２
１ 

～ 

０
３
Ｃ
１
０
１
２
３
６ 

 

０
３
Ｂ
０
１
１
５
１
５ 

～ 

０
３
Ｂ
０
１
１
５
３
４ 

 

０
３
Ａ
０
５
４
８
９
５ 

～ 

０
３
Ａ
０
５
４
９
０
０ 

 

 

平
成
二
十
八
年
六
月
一
日 

亡
失
年
月
日 

 

二 

  

 

三 

  

 

十
六 

  

 

二
十 

  

 

六 

   

 

 

船
舶 

   

船
舶 

   

船
舶 

   

船
舶 

   

船
舶 

   

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日 

～ 

平
成
二
十
八
年
六
月
三
十
日 

 

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日 

～ 

平
成
二
十
八
年
六
月
三
十
日 

 

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日 

～ 

平
成
二
十
八
年
六
月
三
十
日 

 

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日 

～ 

平
成
二
十
八
年
六
月
三
十
日 

 
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日 

～ 

平
成
二
十
八
年
六
月
三
十
日 

   

免
税
証
の
記
号
及
び
番
号 

 

枚
数 

用
途 

有 

効 

期 

間 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
五
十
六
号 

 
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、

定
款
の
変
更
の
認
証
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
か
ら
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提

出
さ
れ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す

る
。 

 

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
変
更
後
の
定
款
及
び
役
員
名
簿
を
、
申
請
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
二

月
間
、
県
民
生
活
部
共
助
社
会
づ
く
り
課
及
び
埼
玉
県
西
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
備
え

置
く
方
法
並
び
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
a
i
t
a
m
a
k
e
n
-
n
p
o
.
n
e
t
/

）
）
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日 

二 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
あ
じ
さ
い
の
里 

三 

代
表
者
の
氏
名 

川 

本 

泰 

廣 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

（
変
更
前
）
神
奈
川
県
津
久
井
郡
城
山
町
向
原
二
丁
目
五
番
十
六
号 

（
変
更
後
）
埼
玉
県
入
間
市
豊
岡
四
丁
目
四
番
一
号 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

 

こ
の
法
人
は
、
共
生
の
原
理
に
則
り
、
市
民
参
加
と
相
互
扶
助
の
精
神
の
も
と
、
老
若
男
女

を
問
わ
ず
平
和
で
豊
か
な
社
会
生
活
を
目
指
す
た
め
、
高
齢
者
に
対
し
て
健
康
作
り
、
生
き
甲

斐
作
り
等
の
介
護
に
関
す
る
事
業
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
た
介
護
福
祉
に
関
す
る
相

談
会
お
よ
び
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
等
を
行
い
、
高
齢
社
会
に
お
け
る
地
域
社
会
の
活
性
化
と
文

化
的
で
健
康
的
な
市
民
社
会
を
構
築
す
る
た
め
の
老
人
福
祉
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
五
十
七
号 

 
埼
玉
県
情
報
公
開
条
例
（
平
成
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
七
十
七
号
）
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ

り
、
平
成
二
十
七
年
度
の
公
文
書
の
開
示
の
実
施
状
況
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。 

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

   

 



請 求 及 び 申 出 の 受 付 件 数 及 び 処 理 件 数  
 

 
 
 

実 施 機 関  
 
 
 

 
 
 

受付 
 

区分 
 
 

 
受 付 件 数       

 
平 成 ２ ７ 年 度 処 理 件 数  

 
 

平成28 
年３月 
末現在 
未処理 
件数  

 

 
平成 
２７ 
年度 
受付 
件数 

 
前年 
度か 
らの 
繰越 
件数 

 
 
 

計  
 
 

 
 
 

開示 
 
 

 
 

部分 
 

開示 
 

 
 

不開 
 

示  
 

 
 

取下 
 

げ  
 

 
 
 

計  
 
 

 
 
 
 知    事  
 
 

 
  請求 

 
5 , 9 0 7  

 
2 9  

 
5 , 9 3 6  

 
7 4 4  

 
4 , 8 0 4  

 
1 8 1  

 
1 3 2  

 
5 , 8 6 1     

 
7 5  

 
  申出 

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
   計 

 
5 , 9 0 7  

 
2 9  

 
5 , 9 3 6  

 
7 4 4  

 
4 , 8 0 4  

 
1 8 1  

 
1 3 2  

 
5 , 8 6 1     

 
7 5  

 
 
 
 教 育 委 員 会     
 
 

 
  請求 

 
2 5 7  

 
5  

 
2 6 2  

 
8 5  

 
1 1 0  

 
1 1  

 
5 6  

 
2 6 2  

 
0  

 
  申出 

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
   計 

 
2 5 7  

 
5  

 
2 6 2  

 
8 5  

 
1 1 0  

 
1 1  

 
5 6  

 
2 6 2  

 
0  

 
 
 選 挙 管 理  
 
 委 員 会     
 

 
  請求 

 
8 3 4  

 
0  

 
8 3 4  

 
3 4  

 
7 8 3  

 
1 1  

 
6  

 
8 3 4  

 
0  

 
  申出 

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
   計   

 
8 3 4  

 
0  

 
8 3 4  

 
3 4  

 
7 8 3  

 
1 1  

 
6  

 
8 3 4  

 
0  



 
 
 
 人 事 委 員 会     
 
 

 
  請求 

 
1  

 
0  

 
1  

 
0  

 
0  

 
0  

 
1  

 
1  

 
0  

 
  申出 

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
   計   

 
1  

 
0  

 
1  

 
0  

 
0  

 
0  

 
1  

 
1  

 
0  

 
  
  
 監 査 委 員  
    
 

 
  請求 

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
  申出 

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
   計   

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
 
  
 労 働 委 員 会     
 
 

 
  請求 

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
  申出 

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
   計   

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
 
 
 収 用 委 員 会     
 
 

 
  請求 

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  
 

 
0  

 
  申出 

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
   計  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  



 
 
 内 水 面 漁 場     
 
 管 理 委 員 会     
 

 
  請求 

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
  申出 

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
   計   

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
 
 公 営 企 業  
  
 管 理 者     
 

 
  請求 

 
1 0 0  

 
0  

 
1 0 0  

 
2 6  

 
6 0  

 
1  

 
1 3  

 
1 0 0  

 
0  

 
  申出 

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
   計  

 
1 0 0  

 
0  

 
1 0 0  

 
2 6  

 
6 0  

 
1  

 
1 3  

 
1 0 0  

 
0  

 
 
 病 院 事 業  
 
 管 理 者     
 

 
  請求 

 
8 1  

 
0  

 
8 1  

 
3 0  

 
4 3  

 
1  

 
7  

 
8 1  

 
0  

 
  申出 

 
  0  

 
0  

 
   0  

 
   0  

 
   0  

 
   0  

 
   0  

 
  0  

 
0  

 
   計   

 
8 1  

 
0  

 
8 1  

 
3 0  

 
4 3  

 
1  

 
7  

 
8 1  

 
0  

 
 
 下 水 道 事  
 
 業 管 理 者  

 
  請求 

 
2 5  

 
0  

 
2 5  

 
1 6  

 
1  

 
0  

 
8  

 
2 5  

 
0  

 
  申出 

 
0  

 
0  

 
    0  

 
0  

 
    0  

 
   0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
   計  

 
2 5  

 
0  

 
2 5  

 
1 6  

 
1  

 
0  

 
8  

 
2 5  

 
0  



 
 
 地 方 独 立  
 
 行 政 法 人  
 

 
  請求 

 
1  

 
0  

 
1  

 
0  

 
0  

 
1  

 
0  

 
1  

 
0  

 
  申出 

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
   計   

 
1  

 
0  

 
1  

 
0  

 
0  

 
1  

 
0  

 
1  

 
0  

 
 
 
 公 安 委 員 会     
 
 

 
  請求 

 
1  

 
0  

 
1  

 
0  

 
0  

 
1  

 
0  

 
1  

 
0  

 
  申出 

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
   計  

 
1  

 
0  

 
1  

 
0  

 
0  

 
1  

 
0  

 
1  

 
0  

 
 
 
 警 察 本 部 長     
 
 

 
  請求 

 
1 1 6 0  

 
1  

 
1 1 6 1  

 
2 2 7  

 
6 7 7  

 
3 6  

 
1 4  

 
9 5 4  

 
2 0 7  

 
  申出 

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
   計   

 
1 1 6 0  

 
1  

 
1 1 6 1  

 
2 2 7  

 
6 7 7  

 
3 6  

 
1 4  

 
9 5 4  

 
2 0 7  

 
 
 
 合     計  
 
 
 

 
  請求 

 
8 , 3 6 7  

 
3 5  

 
8 , 4 0 2  

 
1 , 1 6 2  

 
6 , 4 7 8  

 
2 4 3  

 
2 3 7  

 
8 , 1 2 0  

 
2 8 2  

 
 
  申出 

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
0  

 
   計   

 
8 , 3 6 7  

 
3 5  

 
8 , 4 0 2  

 
1 , 1 6 2  

 
6 , 4 7 8  

 
2 4 3  

 
2 3 7  

 
8 , 1 2 0  

 
2 8 2  

 



 注 １  「 請 求 ｣  と は 埼 玉 県 情 報 公 開 条 例 第 ７ 条 に 規 定 す る も の か ら の 請 求 を い い 、   
「 申 出 」 と は 同 条 例 第 ２ １ 条 第 １ 項 に 規 定 す る も の か ら の 申 出 を い う 。  

  注 ２  件 数 は 、 公 文 書 の 件 数 で あ る 。  

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
五
十
八
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
介
護
扶
助
の
た
め
の
居
宅
介
護
等
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住

帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律

第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
介
護
支
援
給
付
の
た
め
の
居
宅
介
護
等
を
担
当
す
る
機
関
と
し
て
、

次
の
者
を
指
定
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 



 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

彩
香
ら
ん
ど 

プ
ラ
ザ
薬
局 

 

若
狭
店 

プ
ラ
ザ
薬
局 

 

所
沢
店 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム 

真
和
の
森 

こ
ま
薬
局 

医
療
法
人
み
や
び
会 

お
お
つ
整
形
外
科 

大
島
介
護
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー 

医
療
法
人
あ
か
つ
き

会 

は
と
が
や
病
院 

名
称 

鴻
巣
市
登
戸 

二
五
六
ー
一 

所
沢
市
若
狭
三

ー
二
五
七
六
ー

一 所
沢
市
東
狭
山

ヶ
丘
四
ー
二
六

七
二
ー
七 

所
沢
市
下
富
一

二
〇
六
ー
一 

ふ
じ
み
野
市
駒

林
元
町
一
ー
九

ー
一
九 

春
日
部
市
中
央

二
ー
一
七
ー
一

〇
昭
和
ビ
ル
第

三
ー
三
階 

秩
父
市
田
村
九

〇
三
ー
一 

川
口
市
坂
下
町

四
ー
一
六
ー
二

六 

所
在
地 

株
式
会
社 

 

彩
香
ら
ん
ど 

株
式
会
社 

薬

栄 株
式
会
社 

薬

栄 社
会
福
祉
法
人 

京
悠
会 

有
限
会
社 

会

営 医
療
法
人 

み
や
び
会 

有
限
会
社 

 

大
島
介
護 

医
療
法
人 

 

あ
か
つ
き
会 

開
設
者
名 

介
護
予
防
認
知 

症
対
応
型
共
同 

生
活
介
護 

認
知
症
対
応
型

共
同
生
活
介
護 

介
護
予
防
居
宅

療
養
管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理

指
導 

介
護
予
防
居
宅

療
養
管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理

指
導 

介
護
老
人
福
祉

施
設 

短
期
入
所
生
活

介
護 

介
護
予
防
居
宅

療
養
管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理

指
導 

介
護
予
防
通
所

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン 

通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン 

介
護
予
防
訪
問

介
護 

介
護
予
防
通
所

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン 

通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン 

サ
ー
ビ
ス
の 

種
類 

平
成
二
十
八
年

三
月
一
日 

平
成
二
十
八
年

七
月
一
日 

平
成
二
十
八
年

七
月
一
日 

平
成
二
十
八
年

六
月
一
日 

平
成
二
十
八
年

六
月
一
日 

平
成
二
十
八
年

四
月
一
日 

平
成
二
十
八
年

四
月
一
日 

平
成
二
十
八
年

四
月
一
日 

指
定
年
月
日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
五
十
九
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
中
国
残

留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の

自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
。
以
下
「
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
」

と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
介
護
機
関
（
同
条
第
二
項
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第

十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四
条
の
二
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
指
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
介
護
機
関
を
含
む
。
）
か
ら
、

次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 



え
が
お
介
護

サ
ポ
ー
ト 

ヘ
ル
パ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン 

リ
ズ
ム 

居
宅
介
護
支

援

事

業

所 

リ
ズ
ム 

キ
ッ
ト
イ
ー

ケ
ア
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
安
行 

し
ら
こ
ば
と 

名
称 

事
業
所
所
在

地 事
業
者
所
在

地 事
業
所
所
在

地 事
業
所
所
在

地 事
業
所
名
称 

事
業
所
所
在

地 事
業
者
所
在

地 変
更
事
項 

所

沢

市

若

狭

四

ー

二

四

六

八

ー

一
五
ー
一
〇
二 

所

沢

市

林

三

ー

五
五
五
ー
四
一 

川

口

市

中

青

木

一
ー
三
ー
三
一 

川

口

市

中

青

木

一
ー
三
ー
三
一 

ケ
ア
・
カ
ン
パ
ニ

ー
安
行 

川

口

市

宮

根

町

四
ー
七 

川

口

市

宮

根

町

四
ー
七 

変
更
前 

所
沢
市
和
ヶ
原
一

ー
三
〇
三
一
ー
六

六 所
沢
市
和
ヶ
原
一

ー
三
〇
三
一
ー
六

六 川
口
市
前
川
一
ー

一
六
ー
一
〇 

二

階 川
口
市
前
川
一
ー

一
六
ー
一
〇 

二

階 キ
ッ
ト
イ
ー
ケ
ア

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
安

行 川
口
市
伊
刈
一
〇

五
九
ー
三 

川
口
市
伊
刈
一
〇

五
九
ー
三 

変
更
後 

居
宅
介
護
支
援 

訪
問
介
護 

 

介
護
予
防
訪
問
介
護 

居
宅
介
護
支
援 

認
知
症
対
応
型
通
所
介

護 
 

介
護
予
防
認
知
症
対
応

型
通
所
介
護 

訪
問
看
護 

 

介
護
予
防
訪
問
看
護 

 

居
宅
介
護
支
援 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 



 

キ
ッ
ト
イ
ー

ケ
ア
小
規
模

多
機
能
サ
ー

ビ
ス
新
郷 

え
が
お
介
護

サ
ポ
ー
ト 

キ
ッ
ト
イ
ー

ケ
ア
小
規
模

多
機
能
サ
ー

ビ
ス
安
行 

つ
な
が
り
ケ

ア 特
定
非
営
利

活
動
法
人
え

が
お 

訪
問

看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン 

あ

い あ
ね
と
す
地

域
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
深
谷 

事
業
所
名
称 

事
業
所
所
在

地 事
業
者
所
在

地 事
業
所
名
称 

事
業
所
所
在

地 事
業
所
所
在

地 事
業
者
所
在

地 事
業
所
所
在

地 

ウ
ィ
ル
・
新
郷 

所

沢

市

若

狭

四

ー

二

四

六

八

ー

一
五
ー
一
〇
二 

所

沢

市

林

三

ー

五
五
五
ー
四
一 

小

規

模

多

機

能

型
居
宅
介
護
ウ
ィ

ル
・
安
行 

川

口

市

戸

塚

二

ー

二

ー

一

五

ー

一
〇
二 

川

口

市

峯

五

七

二
ー
八 

川

口

市

峯

五

七

二
ー
八 

深

谷

市

西

島

町

三

ー

一

六

ー

二

三 

松
原
ビ
ル
二

階
二
〇
二
号 

キ
ッ
ト
イ
ー
ケ
ア

小

規

模

多

機

能

サ
ー
ビ
ス
新
郷 

所
沢
市
和
ヶ
原
一

ー

三

〇

三

一

ー

六
六 

所
沢
市
和
ヶ
原
一

ー

三

〇

三

一

ー

六
六 

キ
ッ
ト
イ
ー
ケ
ア

小

規

模

多

機

能

サ
ー
ビ
ス
安
行 

川

口

市

戸

塚

二

ー

二

ー

三

八

ー

一

〇

一 

第

三

戸
張
ハ
イ
ツ 

川

口

市

東

本

郷

九
六
五 

川

口

市

東

本

郷

九
六
五 

深

谷

市

西

島

町

三

ー

一

六

ー

二

三 

松
原
ビ
ル
一

階
Ｂ
号
室 

小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護 

 

介
護
予
防
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護 

訪
問
介
護 

 

介
護
予
防
訪
問
介
護 

小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護 

 

介
護
予
防
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護 

居
宅
介
護
支
援 

訪
問
看
護 

 

介
護
予
防
訪
問
看
護 

居
宅
介
護
支
援 



 

ほ
っ
と
・
ケ

ア
ラ
イ
フ
東

大
宮 

キ
ッ
ト
イ
ー

ケ
ア
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
新
郷 

事
業
所
所
在

地 事
業
所
名
称 

上

尾

市

瓦

葺

二

一
三
八
ー
七 

ケ
ア
・
カ
ン
パ
ニ

ー
新
郷 

上

尾

市

瓦

葺

二

四
二
三
ー
一 

キ
ッ
ト
イ
ー
ケ
ア

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
新

郷 

訪
問
介
護 

 

介
護
予
防
訪
問
介
護 

認
知
症
対
応
型
通
所
介

護 
 

介
護
予
防
認
知
症
対
応

型
通
所
介
護 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
六
十
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
医
療
扶
助
並
び
に
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し

た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十

号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
四
十
九
条
及
び

第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
医
療
を
担
当
す
る
機
関
又
は
施
術

を
担
当
す
る
機
関
と
し
て
、
次
の
者
を
指
定
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司
上
上 

 



 

一 
 

指
定
医
療
機
関 

                                

渋
谷
医
院 

医
療
法
人 

誠
昇
会 

北
本
共
済
医
院 

よ
こ
た
ク
リ
ニ
ッ
ク 

医
療
法
人
社
団 

幹

友
会 

小
野
耳
鼻
咽

喉
科 

か
が
わ
医
院 

草
加
き
た
や
ク
リ
ニ

ッ
ク 

す
ぎ
た
こ
ど
も
ク
リ

ニ
ッ
ク 

ふ
じ
い
整
形
外
科 

坂
戸
訪
問
診
療
所 

名

称 

澁
谷 

泰
寛 

医
療
法
人 

誠
昇

会 医

療

法

人

社

団 

渓
秀
会 

医

療

法

人

社

団 

幹
友
会 

何
川 

宇
啓 

星
加 

義
人 

医

療

法

人

社

団 

健
興
会 

医
療
法
人 
健
信

会 医

療

法

人

社

団 
慈
悠
会 

開

設

者

名 

川
口
市
坂
下
町
二
ー
二

ー
一
六
ー
二
階 

北
本
市
下
石
戸
下
五
一

一
ー
一 

蕨
市
中
央
一
ー
七
ー
一 

シ
テ
ィ
タ
ワ
ー
蕨
一
〇
四 

草
加
市
松
原
一
ー
七
ー

二
二 

さ
い
ゆ
う
ヴ
ィ
レ

ッ
ジ
二
階 

草
加
市
草
加
三
ー
八
ー

二
一 

草
加
市
北
谷
一
ー
二
二

ー
一
三 

朝
霞
市
仲
町
一
ー
二
ー

三
二 

あ
さ
か
ク
リ
ニ
ッ

ク
モ
ー
ル
三
Ｆ 

朝
霞
市
仲
町
二
ー
二
ー

四
四
ー
二
Ｆ 

坂
戸
市
日
の
出
町
八
ー
一

三 

一
階 所

在

地 

平
成
二
十
八
年
六

月
六
日 

平
成
二
十
八
年
四

月
一
日 

平
成
二
十
八
年
五

月
一
日 

平
成
二
十
八
年
六

月
一
日 

平
成
二
十
八
年
五

月
一
日 

平
成
二
十
八
年
六

月
一
日 

平
成
二
十
八
年
五

月
一
日 

平
成
二
十
八
年
五

月
一
日 

平
成
二
十
八
年
四

月
一
日 

指
定
年
月
日 



医
療
法
人 

至
誠

会 

仁
ク
リ
ニ
ッ

ク き
た
ざ
わ
こ
ど
も
ク

リ
ニ
ッ
ク 

し
ゅ
ろ
の
き
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク 

か
わ
む
ら
ハ
ー
ト
ク

リ
ニ
ッ
ク 

か
わ
整
形
外
科
内

科 み
な
み
の
メ
デ
ィ
カ

ル
ク
リ
ニ
ッ
ク 

医

療

法

人

社

団 

協
友
会 

八
潮
中

央
総
合
病
院 

医
療
法
人 

熊
谷

総
合
病
院 

堀
江
医
院 

お
お
は
し
整
形
外

科 医
療
法
人 

双
葉

ク
リ
ニ
ッ
ク 

医
療
法
人 

至
誠

会 北
澤 

重
孝 

松
本 

延
介 

河
村 

裕 

医

療

法

人

社

団 

康
和
会 

南
野 

勉 

医

療

法

人

社

団 

協
友
会 

医
療
法
人 
熊
谷

総
合
病
院 

堀
江 

朗 

医

療

法

人

社

団 

一
輝
会 

医
療
法
人 

双
葉

ク
リ
ニ
ッ
ク 

吉
川
市
保
五
八
七
ー
一 

新
座
市
野
火
止
五
ー
二
ー

三
五 

サ
ウ
ス
ヴ
ィ
ラ
ー
ジ

ュ 

二
階
Ａ 

久
喜
市
青
葉
五
ー
一
五
ー

一 上
尾
市
柏
座
二
ー
四
ー
三

三 

武
蔵
野
ア
ネ
ッ
ク
ス

ビ
ル
二
Ｆ 

上
尾
市
川
二
ー
九
ー
一
一 

北
足
立
郡
伊
奈
町
栄
五
ー

二
五
五 

八
潮
市
南
川
崎
八
四
五 

熊
谷
市
中
西
四
ー
五
ー
一 

所
沢
市
小
手
指
町
三
ー
一

一
ー
一
六 

所
沢
市
小
手
指
町
一
ー
一

一
ー
四 

ア
ネ
ッ
ク
ス
ビ
ル

二
階 

所
沢
市
け
や
き
台
一
ー
三

六
ー
七 

平
成
二
十
八
年
五
月

十
日 

平
成
二
十
八
年
六
月

一
日 

平
成
二
十
八
年
六
月

一
日 

平
成
二
十
八
年
六
月

一
日 

平
成
二
十
八
年
六
月

一
日 

平
成
二
十
八
年
六
月

一
日 

平
成
二
十
八
年
五
月

一
日 

平
成
二
十
八
年
五
月

一
日 

平
成
二
十
八
年
四
月

一
日 

平
成
二
十
八
年
四
月

一
日 

平
成
二
十
八
年
五
月

一
日 



 

武
藤
歯
科
口
腔
外

科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

中
川
歯
科
医
院 

え
ん
だ
歯
科
医
院 

谷
塚
藤
波
歯
科
医

院 長
栄
歯
科
ク
リ
ニ

ッ
ク 

街
の
歯
科
い
し
い 

四
季
の
里
歯
科
ク

リ
ニ
ッ
ク 

戸
田
歯
科 

河
野
歯
科
ク
リ
ニ

ッ
ク 

め
ぐ
み
歯
科 

武
藤 

壽
孝 

中
川 

瑠
奈 

医
療
法
人 

瑞
成

会 藤
波 

弘
州 

医

療

法

人

社

団 

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ 

Ｗ
Ｅ

Ｌ
Ｌ 

石
井 

建 

坂
本 

吉
之 

医

療

法

人

社

団 

大
志 

医

療

法

人

社

団 

栄
翔
会 

馬
場 

惠
利
子 

所
沢
市
緑
町
四
ー
九
ー
一

〇
ー
一 

川
口
市
西
川
口
二
ー
五
ー

九 

メ
ゾ
ン
ラ
フ
ィ
ネ
一
Ｆ 

秩
父
市
相
生
町
七
ー
九 

草
加
市
谷
塚
一
ー
五
ー
一

一 草
加
市
長
栄
三
ー
三
一
ー

三 春
日
部
市
中
央
一
ー
五
八

ー
一
五 

本
庄
市
四
季
の
里
二
ー
九

ー
七 

戸
田
市
新
曽
六
六
二 

Ｔ

ー
Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
三
Ｆ 

川
口
市
東
川
口
二
ー
六
ー

五 

井
町
ビ
ル
一
階 

久
喜
市
吉
羽
七
二
六
ー
一 

平
成
二
十
八
年
五
月

一
日 

平
成
二
十
八
年
五
月

一
日 

平
成
二
十
八
年
五
月

一
日 

平
成
二
十
八
年
五
月

十
日 

平
成
二
十
八
年
五
月

一
日 

平
成
二
十
八
年
七
月

一
日 

平
成
二
十
八
年
五
月

二
日 

平
成
二
十
八
年
五
月

一
日 

平
成
二
十
八
年
五
月

一
日 

平
成
二
十
八
年
五
月

一
日 



 

入
間
川
薬
局 

グ
リ
ー
ン
薬
局 

タ
オ
薬
局 

フ
ァ
ー
マ
み
ら
い
ふ

じ
み
野
薬
局 

パ
ル
薬
局
中
央
公

園
店 

和
幸
調
剤
薬
局 

ウ
エ
ル
シ
ア
薬
局

草
加
稲
荷
町
店 

松
本
歯
科
医
院 

医

療

法

人

社

団 

伸
整
会 

サ
ン
歯

科
医
院 

お
か
だ
歯
科
・
矯
正

歯
科 

濵
中 

実 

株
式
会
社 

柏
あ

け
ぼ
の
薬
局 

株
式
会
社 

本
木

薬
局 

株
式
会
社 

フ
ァ

ー
マ
み
ら
い 

株

式

会

社

 

パ

ル
・
オ
ネ
ス
ト 

株
式
会
社 

サ
ン

ク
ー
ル 

ウ
エ
ル
シ
ア
薬
局

株
式
会
社 

松
本 
哲 

医

療

法

人

社

団 

伸
整
会 

岡
田 

尚
輝 

狭
山
市
入
間
川
三
ー
二
ー

二
三 

八
潮
市
南
川
崎
八
三
五
ー

三 所

沢

市

東

住

吉

九

ー

五 

あ
ら
い
ビ
ル
二
Ｆ
西
二
ー
Ａ 

ふ
じ
み
野
市
市
沢
一
ー
一

〇
ー
七 

富
士
見
市
東
み
ず
ほ
台
二

ー
一
六
ー
一
〇 

川
口
市
並
木
四
ー
六
ー
一

四 

和
幸
ビ
ル
一
Ｆ 

草
加
市
稲
荷
三
ー
五
ー
一

八 鴻
巣
市
登
戸
一
〇
四
ー
一

二 鴻
巣
市
箕
田
一
八
七
七 

比
企
郡
小
川
町
青
山
八
五

四
ー
一 

平
成
二
十
八
年
六
月

一
日 

平
成
二
十
八
年
五
月

一
日 

平
成
二
十
八
年
四
月

一
日 

平
成
二
十
八
年
六
月

一
日 

平
成
二
十
八
年
五
月

一
日 

平
成
二
十
八
年
五
月

一
日 

平
成
二
十
八
年
五
月

一
日 

平
成
二
十
八
年
五
月

一
日 

平
成
二
十
八
年
三
月

二
十
一
日 

平
成
二
十
八
年
五
月

一
日 



  

二 
 

指
定
施
術
機
関 

 

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン 

け
あ
っ
ぐ 

桧
家
リ
ビ
ン
グ
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

久
喜 

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン 

フ
ェ
リ
ー
チ

ェ Ｏ
ｎ
ｅ 

ｓ
ｔ
ｅ
ｐ

訪
問
看
護
リ
ハ
ビ
リ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン 

ハ
ピ
ネ
ス 

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
薬
局 

久
喜
青
葉
店 

株
式
会
社 

Ｃ
Ａ
Ｒ

Ｅ
Ｇ 

株
式
会
社 

桧
家
不

動
産 

医
療
法
人 

熊
谷
総

合
病
院 

株
式
会
社 
Ａ
・
Ｙ
・

Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｎ
ｙ 

株
式
会
社 

ユ
ー
ネ

ー
ム
イ
ッ
ト 

株
式
会
社 

セ
キ
薬

品 

吉
川
市
美
南
五
ー
六
ー
四 

二
階 

久
喜
市
本
町
五
ー
一
〇
ー

二
六 

熊
谷
市
中
西
四
ー
五
ー
一 

入
間
市
下
藤
沢
四
五
六
ー

一
ー
一
〇
三 

鶴
ヶ
島
市
鶴
ケ
丘
八
一
ー

八 

ル
ッ
ク
ハ
イ
ツ
鶴
ヶ

島
三
階 

久
喜
市
青
葉
五
ー
一
五
ー

四 

平
成
二
十
八
年
六
月

一
日 

平
成
二
十
八
年
五
月

一
日 

平
成
二
十
八
年
五
月

一
日 

平
成
二
十
八
年
五
月

一
日 

平
成
二
十
八
年
六
月

一
日 

平
成
二
十
八
年
六
月

一
日 

大
山 

祥
平 

氏

名 

 
 

住

所 

豊

玉

上

サ

イ

ト
ウ
接
骨
院 

名 

称 

施

術

所 

東
京
都
練
馬
区
豊
玉

上
二
ー
二
〇
ー
四 

所

在

地 

平
成
二
十
八
年
五
月
九
日 

指

定

年

月

日

 



児
玉 

克
代 

大
路 

綾
子 

中
村 

明
美 

村
田 

恭
一 

菅
野 

清 

田
中 

玉
江 

上
野 

正
博 

田
島 

裕
紀 

川
田 

亮
也 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

治
療
院
セ
ン
ド
ラ
ン 

所
沢 

Ｋ
Ｅ
ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｗ 

越
谷

間
久
里
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

中
村 

明
美 

ら
い
ふ
マ
ッ
サ
ー
ジ
治

療
院 

足
利
店 

治
療
院
セ
ン
ド
ラ
ン 

ミ
サ
ト 

治
療
院
セ
ン
ド
ラ
ン 

所
沢 

ワ
イ
ズ
朝
霞
整
骨
院 

ひ
ま
わ
り
整
骨
院 

あ
き
つ
駅
前
接
骨
院 

所
沢
市
泉
町
一
八

五
五
ー
一
四 

パ

ー
ル
ハ
イ
ツ
一
Ｆ 

越
谷
市
下
間
久
里

九
六
ー
四 

松
崎

ビ
ル
一
階 

 

栃
木
県
足
利
市
田

中
町
九
三
九
ー
一 

ハ
ー
モ
ニ
ー
ハ
イ

ツ
一
〇
一 

児
玉
郡
美
里
町
木

部
八
〇
ー
一 

所
沢
市
泉
町
一
八

五
五
ー
一
四 

パ

ー
ル
ハ
イ
ツ
一
Ｆ 

朝
霞
市
膝
折
町
一

ー
五
ー
二
六
ー
一

〇
四 

新
座
市
野
火
止
四

ー
一
ー
二
三 

一

Ｆ 東
京
都
清
瀬
市
野

塩

一

ー

三

四

〇 

ヴ
ェ
ル
カ
ー
サ
Ｂ

棟 

平
成
二
十
八
年
六
月

一
日 

平
成
二
十
八
年
五
月

二
十
四
日 

平
成
二
十
八
年
五
月

二
十
日 

平
成
二
十
八
年
六
月

一
日 

平
成
二
十
八
年
六
月

一
日 

平
成
二
十
八
年
六
月

一
日 

平
成
二
十
八
年
五
月

十
九
日 

平
成
二
十
八
年
六
月

一
日 

平
成
二
十
八
年
七
月

一
日 



  

香
田 

正
憲 

髙
階 

千
香

子 大
野 

寛
和 

柳
川 
直
也 

 
 

 
 

 
 

 
 

株
式
会
社 

Ｔ
Ｈ
Ｓ
研

究
所
か
ら
だ
元
気
治
療

院
西
八
王
子
駅
前
店 

Ｋ
Ｅ
ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｗ 

熊
谷

南
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

大
野 

寛
和 

み
ど
り
マ
ッ
サ
ー
ジ
セ

ン
タ
ー 

東
京
都
八
王
子
市

千
人
町
一
ー
一
ー

一
一 
Ｊ
ロ
ー
ド

ハ
イ
ム
一
〇
一 

熊
谷
市
下
恩
田
七

八
七
ー
二 

 

さ
い
た
ま
市
中
央

区
大
戸
四
ー
一
〇

ー
八
ー
一
〇
五 

平
成
二
十
八
年
四
月

一
日 

平
成
二
十
八
年
六
月

七
日 

平
成
二
十
八
年
六
月

十
日 

平
成
二
十
八
年
六
月

六
日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
六
十
一
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
中
国
残

留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の

自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
。
以
下
「
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
」

と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
介
護
機
関
（
同
条
第
二
項
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第

十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四
条
の
二
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
指
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
介
護
機
関
を
含
む
。
）
か
ら
、

次
の
と
お
り
休
止
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 



  

キ
ッ
ト
イ
ー
ケ
ア
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
新
郷 

医
療
法
人
社
団 

か

い
し
ん
会 

ま
す
な
が

医
院 

名
称 

川
口
市
江
戸
三
ー
二
五
ー
五 

富
士
見
市
勝
瀬
七
三
九
ー
一 

所
在
地 

介
護
予
防
認
知
症 

対
応
型
通
所
介
護 

認
知
症
対
応
型 

通
所
介
護 

介
護
予
防
短
期 

入
所
療
養
介
護 

短
期
入
所 

療
養
介
護 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

平
成
二
十
八
年 

五
月
一
日 

平
成
二
十
八
年 

六
月
一
日 

休
止
年
月
日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
六
十
二
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項

並
び
に
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び

特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に

お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
又
は
指
定
施
術
機
関
か
ら
、
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
八
日 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

指
定
医
療
機
関 

  

ほ
ま
れ
薬
局 

社

会

福

祉

法

人 

埼

玉

医

療

福

祉

会 

光
の
家
療
育

セ
ン
タ
ー 

調
剤
薬
局
マ
ツ
モ

ト
キ
ヨ
シ 

南
栗

橋
店 

社

会

福

祉

法

人 

埼

玉

医

療

福

祉

会 

丸

木

記

念

福
祉
メ
デ
ィ
カ
ル

セ
ン
タ
ー 

名

称 

名
称 

開
設
者 

名
称 

開
設
者 

名
称 

名
称 

開
設
者 

変
更
事
項 

イ
ワ
ヤ
薬
局 

有
限
会
社 

岩
谷 

社
会
福
祉
法
人 

毛
呂
病

院 

光
の
家
療
育
セ
ン
タ

ー 社
会
福
祉
法
人 

毛
呂
病

院 東
武
薬
局 

南
栗
橋
店 

社
会
福
祉
法
人 

毛
呂
病

院 社
会
福
祉
法
人 

毛
呂
病

院 

変

更

前 

ほ
ま
れ
薬
局 

有
限
会
社 

ほ
ま
れ 

社
会
福
祉
法
人 

埼
玉

医
療
福
祉
会 

光
の
家

療
育
セ
ン
タ
ー 

社
会
福
祉
法
人 

埼
玉

医
療
福
祉
会 

調
剤
薬
局
マ
ツ
モ
ト
キ

ヨ
シ 

南
栗
橋
店 

社
会
福
祉
法
人 

埼
玉

医
療
福
祉
会 

丸
木
記

念
福
祉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ

ン
タ
ー 

社
会
福
祉
法
人 

埼
玉

医
療
福
祉
会 

変

更

後 



  

二 

指
定
施
術
機
関 

    

特

定

非

営

利

活

動
法
人 

え
が
お 

訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
あ
い 

し
ら
こ
ば
と 

所
在
地 

所
在
地 

川
口
市
峯
五
七
二
ー
八 

川
口
市
宮
根
町
四
ー
七 

川
口
市
東
本
郷
九
六
五 

川
口
市
伊
刈
一
〇
五
九

ー
三 

真
木 

裕 

森
下 

徹
朗 

氏

名 

施
術
所
所
在
地 

施
術
所
名
称 

施
術
所
所
在
地 

施
術
所
名
称 

変
更
事
項 

東
京
都
中
野
区
野
方
六
ー

一
八
ー
一
四 

ク
ロ
ー
バ
ー
接
骨
院 

東
京
都
荒
川
区
南
千
住
四

ー
七
ー
一 

Ｂ
ｉ
ｖ
ｉ
南

千
住
四
Ｆ 

セ
ン
ト
ラ
ル
南
千
住
接
骨

院 

変

更

前 

東
京
都
小
平
市
花
小
金

井
南
町
二
ー
一
八
ー
三

ー
一
〇
二 

花
小
金
井
南
町
接
骨
院 

東
京
都
北
区
神
谷
二
ー

二
三
ー
十
三 

プ
ラ
ザ

神
谷
一
Ｆ 

神
谷
接
骨
院 

変

更

後 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
六
十
三
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
中
国
残

留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の

自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
。
以
下
「
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
」

と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
介
護
機
関
（
同
条
第
二
項
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第

十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四
条
の
二
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
指
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
介
護
機
関
を
含
む
。
）
か
ら
、

次
の
と
お
り
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 



  
 

埼
玉
県
厚
生
連
熊
谷

総
合
病
院 

訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

ロ
ー
タ
ス
薬
局 

長
栄
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

坂
戸
訪
問
診
療
所 

名
称 

熊
谷
市
中
西 

四
ー
五
ー
一 

富
士
見
市
東
み
ず
ほ
台

二
ー
二
八
ー
三 

草
加
市
長
栄
町
一
九

八 坂
戸
市
本
町 

一
三
ー
三
ー
三
〇
七 

所
在
地 

介
護
予
防
訪
問
看
護 

訪
問
看
護 

介
護
予
防
居
宅 

療
養
管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

介
護
予
防
居
宅 

療
養
管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

介
護
予
防
居
宅 

療
養
管
理
指
導 

介
護
予
防
訪
問
看
護 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

訪
問
看
護 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

平
成
二
十
八
年 

四
月
三
十
日 

平
成
二
十
八
年 

四
月
三
十
日 

平
成
二
十
八
年 

四
月
三
十
日 

平
成
二
十
八
年 

三
月
三
十
一
日 

廃
止
年
月
日 



 

グ
リ
ー
ン
薬
局 

医
療
法
人
社
団 

協

友
会 

八
潮
中
央
総

合
病
院 

八
潮
市
南
川
崎
八
三

五
ー
三 

八
潮
市
緑
町
一
ー
四

一
ー
三 

介
護
予
防
居
宅 

療
養
管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

介
護
予
防
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

平
成
二
十
八
年 

四
月
三
十
日 

平
成
二
十
八
年 

五
月
一
日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
六
十
四
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項

並
び
に
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び

特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に

お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
又
は
指
定
施
術
機
関
か
ら
、
次
の
と
お
り
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 



一 

指
定
医
療
機
関 

た
じ
ま
眼
科
・
形
成
外
科 

医
療
法
人
社
団 

関
輝
会 

み
よ
し
台
歯
科
医
院 

医
療
法
人
社
団 

慈
悠
会 

坂
戸
訪
問
診
療
所 

よ
こ
た
ク
リ
ニ
ッ
ク 

ふ
じ
い
整
形
外
科 

和
幸
調
剤
薬
局 

す
ぎ
た
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ

ク 医
療
法
人
社
団 

愛
＆
安 

め
ぐ
み
歯
科 

野
本
歯
科
医
院 

埼
玉
県
厚
生
連 

熊
谷
総

合
病
院
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン 

グ
リ
ー
ン
薬
局 

医
療
法
人
社
団 

伸
整
会 

サ
ン
歯
科
医
院 

名

称 

吉
川
市
平
沼
九
四
〇
ー
二 

入
間
郡
三
芳
町
み
よ
し
台
六
ー
二
四 

ク
エ
ス
ト
一
〇
一
号
室 

坂
戸
市
本
町
一
三
ー
三 

プ
ラ
ン
ド

ー
ル
坂
戸
三
〇
七 

蕨
市
中
央
一
ー
七
ー
一 

シ
テ
ィ
タ

ワ
ー
蕨
一
Ｆ 

朝
霞
市
仲
町
二
ー
二
ー
四
四 

パ
ー

ル
ウ
イ
ン
グ
二
階 

蕨
市
塚
越
七
ー
三
一
ー
一
〇 

朝
霞
市
仲
町
一
ー
二
ー
三
二
あ
さ
か

ク
リ
ニ
ッ
ク
モ
ー
ル
三
Ｆ 

久
喜
市
吉
羽
七
二
六
ー
一 

上
尾
市
原
市
一
一
〇
四 

熊
谷
市
中
西
四
ー
五
ー
一 

八
潮
市
小
作
田
四
七
ー
一 

鴻
巣
市
箕
田
三
一
一
一
ー
一 

メ

ガ
・
ド
ン
キ
ホ
ー
テ
二
Ｆ 

所

在

地 

平
成
二
十
八
年
四
月
三
十

日 平
成
二
十
八
年
四
月
三
十

日 平
成
二
十
八
年
三
月
三
十

一
日 

平
成
二
十
八
年
四
月
三
十

日 平
成
二
十
八
年
四
月
三
十

日 平
成
二
十
八
年
四
月
三
十

日 平
成
二
十
八
年
四
月
三
十

日 平
成
二
十
八
年
四
月
三
十

日 平
成
二
十
八
年
四
月
七
日 

平
成
二
十
八
年
四
月
三
十

日 平
成
二
十
八
年
五
月
一
日 

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十

日 

廃
止
年
月
日 



 

松
本
歯
科
医
院 

医
療
法
人 

誠
昇
会 

北
本
共
済
病
院 

医
療
法
人
社
団 

協

友
会 

八
潮
中
央
総

合
病
院 

庄
林
医
院 

埼
玉
県
厚
生
農
業
協

同
組
合
連
合
会 

熊

谷
総
合
病
院 

タ
オ
薬
局 

ド
ラ
ッ
グ
セ
イ
ム
ス 

上
福
岡
西
薬
局 

新
座
は
な
ふ
さ
皮
膚

科 ド
ラ
ッ
グ
セ
イ
ム
ス 

星
の
宮
薬
局 

え
ん
だ
歯
科
医
院 

お
お
は
し
整
形
外
科 

鴻
巣
市
登
戸
一
〇
二
ー
七 

北
本
市
下
石
戸
下
五
一
一
ー
一 

八
潮
市
緑
町
一
ー
四
一
ー
三 

新
座
市
あ
た
ご
三
ー
一
三
ー
二 

熊
谷
市
中
西
四
ー
五
ー
一 

所
沢
市
東
住
吉
九
ー
五 

あ
ら
い
ビ

ル
二
Ｆ 

西
二
ー
Ａ 

ふ
じ
み
野
市
西
一
ー
一
五
ー
四 

新
座
市
野
火
止
五
ー
一
〇
ー
二
六 

所
沢
市
星
の
宮
二
ー
七
ー
二
二 

秩
父
市
相
生
町
七
ー
九 

所
沢
市
小
手
指
町
一
ー
一
一
ー
四
ー

二
Ｆ 

平
成
二
十
八
年
四
月
三
十
日 

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一

日 平
成
二
十
八
年
四
月
三
十
日 

平
成
二
十
八
年
五
月
五
日 

平
成
二
十
八
年
四
月
三
十
日 

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一

日 平
成
二
十
八
年
二
月
一
日 

平
成
二
十
八
年
六
月
三
十
日 

平
成
二
十
八
年
二
月
一
日 

平
成
二
十
八
年
四
月
三
十
日 

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日 



  

二 

指
定
施
術
機
関 

  

ウ
エ
ル
シ
ア
草
加
稲
荷

町
薬
局 

双
葉
ク
リ
ニ
ッ
ク 

ロ
ー
タ
ス
薬
局 

河
野
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

長
栄
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

藤
波
歯
科
医
院 

中
川
歯
科
医
院 

何
川
医
院 

草
加
市
稲
荷
三
ー
五
ー
一
三 

所
沢
市
け
や
き
台
一
ー
三
六
ー
七 

富
士
見
市
東
み
ず
ほ
台
二
ー
二
八
ー

三 川
口
市
東
川
口
二
ー
六
ー
五 

井
町

ビ
ル
一
Ｆ 

草
加
市
長
栄
町
一
九
八 

草
加
市
谷
塚
一
ー
五
ー
一
一 

川
口
市
西
川
口
二
ー
五
ー
九 

草
加
市
草
加
三
ー
八
ー
二
一 

平
成
二
十
八
年
四
月
三
十
日 

平
成
二
十
八
年
四
月
三
十
日 

平
成
二
十
八
年
四
月
三
十
日 

平
成
二
十
八
年
四
月
三
十
日 

平
成
二
十
八
年
四
月
三
十
日 

平
成
二
十
八
年
五
月
九
日 

平
成
二
十
八
年
四
月
三
十
日 

平
成
二
十
八
年
四
月
三
十
日 

田
中 

勇
輝 

氏

名 

 
 

住

所 

は

っ

と

り

は

り
・
き
ゅ
う
接

骨

院

（

大

成

院
） 名 

称 

施

術

所 

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
大

成
町
一
ー
三
〇
〇
ー

二 

所

在

地 

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日 

廃

止

年

月

日

 



 

宮
崎 

仁 

秋
本 

良 

 
 

 
 

中

央

在

宅

マ

ッ
サ
ー
ジ 

た
か
の
は
接
骨

院 

所
沢
市
東
所
沢
一
ー

三
ー
一 

三
郷
市
岩
野
木
三
六 

平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
一

日 平
成
二
十
八
年
五
月
一
日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
六
十
五
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
意
見
の
概
要
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
意
見
を
次

の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

意
見
の
概
要 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

入
間
リ
バ
ー
サ
イ
ド
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー 

 
 

 

埼
玉
県
入
間
市
春
日
町
一
丁
目
八
百
二
十
四
―
一
外 

 

ロ 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
の
意
見
の
概
要 

 
 

⑴ 

騒
音
振
動
関
係
の
規
制
基
準
を
遵
守
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

⑵ 

住
宅
地
に
隣
接
し
て
い
る
た
め
、
駐
車
場
の
騒
音
対
策
や
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
等
の
光
対
策

な
ど
、
十
分
な
環
境
対
策
を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

⑶ 

事
業
活
動
（
飲
食
店
、
事
務
所
等
）
に
伴
っ
て
出
る
一
般
廃
棄
物
は
市
で
収
集
し
な
い

こ
と
か
ら
、
入
間
市
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可
業
者
に
依
頼
す
る
か
、
総
合
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
に
直
接
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

⑷ 

防
犯
に
関
す
る
市
・
地
域
の
取
り
組
み
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

⑸ 

登
下
校
時
の
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
、
万
全
な
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
八
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
七
月
二
十
八
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
西
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
六
十
六
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
六
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
八
年
一
月
十
四
日
解
散
認
可
し
た
久
喜

市
小
林
土
地
改
良
区
か
ら
清
算
人
を
退
任
し
た
者
の
氏
名
及
び
住
所
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届

出
が
あ
っ
た
。 

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

 

清
算
人
の
氏
名
及
び
住
所 

 
 

氏 
 

 

名 
 

 
 

 

住 
 

 
 

 

所 

 

岡 

田 

光 

市 
 

埼
玉
県
久
喜
市
菖
蒲
町
上
栢
間
三
千
二
百
九
十
六
番
地 

 

萩 

原 

米 

三 
 

同 
 

同 
 

同 
 

 
 

 

三
千
九
百
三
番
地 

 

小 

沢 

一 

義 
 

同 
 

同 
 

同 
 

 
 

 

三
千
七
百
七
十
二
番
地 

 

萩 

原 

信 

一 
 

同 
 

同 
 

同 
 

 
 

 
三
千
百
六
十
二
番
地 

 

三 

須 

忠 

一 
 

同 
 

同 
 

菖
蒲
町
下
栢
間
二
千
八
百
九
番
地 

 

藤 

村 

喜 

一 
 

同 
 

同 
 

同 
 

 
 

 

千
九
百
八
十
二
番
地 

 

藤 

浪 
 

 

昭 
 

同 
 

同 
 

菖
蒲
町
小
林
千
三
百
六
十
一
番
地
三 

 

松 

本 
 

 

清 
 

同 
 

同 
 

同 
 

 
 

千
五
百
二
十
五
番
地 

 

長
谷
川 

榛 

政 
 

同 
 

同 
 

同 
 

 
 

二
千
四
百
五
十
九
番
地
一 

 

島 

田 

俊 

夫 
 

同 
 

同 
 

同 
 

 
 

二
千
六
百
九
十
三
番
地 

 

島 

田 

久 

己 
 

同 
 

同 
 

同 
 

 
 

二
千
四
百
四
十
七
番
地
一 

 

荻 

島 
 

 

稔 
 

同 
 

同 
 

同 
 

 
 

二
千
八
百
二
十
九
番
地
二 

 

島 

田 
 

 

進 
 

同 
 

同 
 

同 
 

 
 

二
千
八
百
二
十
一
番
地 

 

原 
 

 

敏 

夫 
 

同 
 

同 
 

同 
 

 
 

二
千
八
百
八
十
五
番
地 

 

吉 

崎 
 

 

準 
 

同 
 

同 
 

同 
 

 
 

三
千
四
十
四
番
地 

 

長
谷
川 

 
 

勲 
 

同 
 

同 
 

同 
 

 
 

三
千
二
十
二
番
地 

 

嘉 

村 

和 

也 
 

同 
 

同 
 

同 
 

 
 

二
千
二
百
八
十
八
番
地 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
六
十
七
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、

清
算
法
人
小
林
土
地
改
良
区
か
ら
当
該
役
員
を
退
任
し
た
者
の
氏
名
及
び
住
所
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。 

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

 

職
名 

 

氏 
 

 

名 
 

 
 

 

住 
 

 
 

 

所 

 

監
事 

平 

井 
 

 

正 
 

埼
玉
県
久
喜
市
菖
蒲
町
下
栢
間
二
千
六
百
十
一
番
地 

 

同 
 

長
谷
川 

祐 

次 
 

同 
 

同 
 

菖
蒲
町
小
林
二
千
九
百
四
十
九
番
地 

 



告

示 

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
四
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
八
日 埼

玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長 

田 

中 
 

 

勉 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

二 

路 

線 

名 

青
梅
秩
父
線 

三 

道
路
の
区
域



 

  
 

 

新
Ｂ 

旧
Ａ 

旧 

新 

別 
飯
能
市
大
字
上
名
栗
字
沢
口
一
二
九
〇

番
二
二
地
先
か
ら
同
市
大
字
上
名
栗
字

沢
口
一
二
九
〇
番
二
一
地
先
ま
で 

飯
能
市
大
字
上
名
栗
字
沢
口
一
二
九
〇

番
二
〇
地
先
か
ら
同
市
大
字
上
名
栗
字

沢
口
一
二
九
〇
番
五
地
先
ま
で 

区 
 
 
 

間 

 

一
七
・
〇
九
～ 

 
 
 
 

二
五
・
五
〇 

 

七
・
六
六
～ 

 
 
 
 

一
二
・
五
三 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

二
八
・
九
〇 

九
一
・
三
〇 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

緊
急
地
方
道
路
整
備
工
事
に
よ
る
。 

 

な
お
、旧
Ａ
は
道
路
法
第
九
十
二
条
第
四
項
の
規 

 

定
に
基
づ
き
交
換
の
用
に
供
す
る
。 

備 

 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
五
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
八
日 埼

玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長 

田 

中 
 

 

勉 
 

 
 



 
青
梅
秩
父
線 

路 
 

線 
 

名 

 
飯
能
市
大
字
上
名
栗
字
沢
口
一
二
九
〇
番
二

二
地
先
か
ら
同
市
大
字
上
名
栗
字
沢
口
一
二

九
〇
番
二
一
地
先
ま
で 

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
八
日 

供
用
開
始
の
期
日 

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
八
日
付
け
埼
玉
県
飯

能
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
四
号
で
告
示
し

た
道
路
予
定
区
域
の
供
用
開
始
で
あ
る
。 

延
長
二
八
・
九
〇
メ
ー
ト
ル 

備 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
六
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
八
日 埼

玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長 

田 

中 
 

 

勉 
 

 



  

   
 

一
般
国
道
四
百
七
号 

  

路 
 

線 
 

名 

    
 

日
高
市
大
字
森
戸
新
田
字
内
久
保
九
四
番

六
地
先
か
ら
同
市
大
字
森
戸
新
田
字
藤
久
保

七
六
番
一
三
地
先
ま
で 

 
 

（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
部
分 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

に
限
る
。
） 

   

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
八
日 

供
用
開
始
の
期
日 

    

平
成
二
十
六
年
九
月
十
二

日
付
け
埼
玉
県
飯
能
県
土
整

備
事
務
所
長
告
示
第
十
五
号

で
告
示
し
た
道
路
予
定
区
域

の
一
部
供
用
開
始
で
あ
る
。 

 

延
長
二
七
九
・
四
六 

メ
ー
ト
ル 

備 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
五
十
二
号 

 
都
市
計
画
法(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開
発

行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

大 

槻 

淳 

一 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
八
年
二
月
十
五
日 

 
 

指
令
川
建
セ
第
二
七
〇
〇
九
二
〇
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
三
日 

 
 

川
建
セ
第
二
八
〇
〇
一
三
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
滑
川
町
大
字
羽
尾
字
東
谷
ツ
四
千
三
百
五
十
一
番
十
六 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
滑
川
町
大
字
羽
尾
三
百
四
十
八
番
地
十
三
プ
ラ
ン
タ
ン
上
野
Ｂ
二
〇
一 

 
 

瀬
川 

唯 



告  示 

埼玉県公安委員会告示第113号                                                          

 道路交通法（昭和35年法律第105号）第108条の４第１項の規定により指定した指定講習機関

から、指定講習機関に関する規則（平成２年国家公安委員会規則第１号）第４条第１項の規定

に基づく変更の届出があったので、同条第２項の規定により公示する。 

  平成28年６月28日 

                       埼玉県公安委員会委員長 阿 部 理 一 郎   

名           称 変 更 事 項 変  更  前 変  更  後 

浦和中央自動車教習所 代表者の氏名 秋本 昌治 秋本 里夫 

 



告

示 

埼
玉
県
選
管
告
示
第
四
十
九
号 

 
公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
五
十
五
条
第
二
項
及
び
第
四
項

第
二
号
（
他
の
政
令
に
お
い
て
準
用
し
、
又
は
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
不
在
者

投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長 

細 

田 

德 

治 
 

 
 

  

老
人
ホ
ー
ム 

種 
 

別 

社
会
福
祉
法
人
ぱ
る 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
い
き
い
き
タ
ウ
ン
蕨 

施
設
の
開
設
主
体
及
び
名
称 

埼
玉
県
蕨
市
南
町
二
丁
目
三
十

二
番
二
十
号 

所 
 

在 
 

地 



告

示 

埼
玉
県
選
管
告
示
第
五
十
号 

 
埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
を
次
の
と
お
り
招
集
す
る
。 

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
八
日 埼

玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長 

細 

田 

德 

治 

一 

日
時 

平
成
二
十
八
年
七
月
一
日 

午
後
六
時 

二 

場
所 

埼
玉
県
庁
庁
議
室 

三 

議
題 

埼
玉
県
議
会
議
員
補
欠
選
挙
（
西
第
六
区 

富
士
見
市
）
に
つ
い
て 

 



告

示 

埼
玉
県
収
用
委
員
会
告
示
第
五
号 

 
平
成
二
十
八
年
六
月
八
日
、
土
地
収
用
法
第
四
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
収

用
の
裁
決
手
続
開
始
の
決
定
を
し
た
の
で
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
収
用
委
員
会
会
長 

白 

鳥 

敏 

男 
 

 
 

一 

事
件
番
号 

 
 

埼
玉
県
収
用
委
員
会
平
成
二
十
八
年
度
第
一
号 

二 

起
業
者
の
名
称
及
び
住
所 

 
 

新
座
市 

代
表
者 

新
座
市
長 
須 

田 

健 

治 

 
 

埼
玉
県
新
座
市
野
火
止
一
丁
目
一
番
一
号 

三 

事
業
の
種
類 

 
 

新
座
都
市
計
画
道
路
事
業
三
・
四
・
八
号
東
久
留
米
・
志
木
線
（
埼
玉
県
新
座
市
石
神
一
丁 

 

目
地
内
） 

四 

裁
決
手
続
開
始
の
決
定
を
し
た
土
地
の
所
在
、
地
番
、
地
目
及
び
面
積 

 

イ 

土
地
の
所
在 

埼
玉
県
新
座
市
石
神
一
丁
目 

 
 

 

地 
 

 

番 

千
七
百
一
番
一 

 
 

 

地 
 

 

目 

登
記
簿 

畑 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

現 

況 

畑 

 
 

 

面 
 

 

積 

登
記
簿 

千
二
百
四
十
六
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

実 

測 

千
二
百
五
十
・
三
三
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 

裁
決
手
続
開
始
の
決
定
を
し
た
土
地
の
面
積 

五
百
四
十
三
・
五
五
平
方
メ
ー
ト
ル 

 

ロ 

土
地
の
所
在 

埼
玉
県
新
座
市
石
神
一
丁
目 

 
 

 

地 
 

 

番 

千
七
百
二
番
一 

 
 

 

地 
 

 

目 

登
記
簿 

畑 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

現 

況 

畑 

 
 

 

面 
 

 

積 

登
記
簿 

千
三
百
五
十
八
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

実 

測 

千
三
百
七
十
六
・
〇
八
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 

裁
決
手
続
開
始
の
決
定
を
し
た
土
地
の
面
積 

七
十
一
・
八
九
平
方
メ
ー
ト
ル 

 

ハ 

土
地
の
所
在 

埼
玉
県
新
座
市
石
神
一
丁
目 

 
 

 

地 
 

 

番 

千
七
百
二
番
二 

 
 

 

地 
 

 

目 

登
記
簿 

畑 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

現 

況 

畑 

 
 

 

面 
 

 

積 

登
記
簿 

六
百
十
四
平
方
メ
ー
ト
ル 



 
 

 
 

 
 

 
 

 

実 

測 

六
百
七
十
二
・
七
〇
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 

裁
決
手
続
開
始
の
決
定
を
し
た
土
地
の
面
積 

二
百
三
十
九
・
九
九
平
方
メ
ー
ト
ル 

五 
土
地
所
有
者
の
氏
名
及
び
住
所 

 
 

氏 
 

 

名 

鈴 

木 

富 

夫 

 
 

住 
 

 
所 

埼
玉
県
新
座
市
石
神
二
丁
目
二
番
七
号 

六 

土
地
に
関
し
て
権
利
を
有
す
る
関
係
人
の
氏
名
、
住
所
及
び
権
利
の
種
類 

 
 

氏 
 

 

名 
財
務
省
（
取
扱
庁 

朝
霞
税
務
署
） 

 
 

住 
 

 

所 

埼
玉
県
朝
霞
市
本
町
一
丁
目
一
番
四
十
六
号 

 
 

権
利
の
種
類 

抵
当
権 

  



告

示 

埼
玉
県
収
用
委
員
会
告
示
第
六
号 

 
平
成
二
十
八
年
六
月
八
日
、
土
地
収
用
法
第
四
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
収

用
の
裁
決
手
続
開
始
の
決
定
を
し
た
の
で
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
収
用
委
員
会
会
長 

白 

鳥 

敏 

男 
 

 
 

一 

事
件
番
号 

 
 

埼
玉
県
収
用
委
員
会
平
成
二
十
八
年
度
第
一
号 

二 

起
業
者
の
名
称
及
び
住
所 

 
 

新
座
市 

代
表
者 

新
座
市
長 
須 

田 

健 

治 

 
 

埼
玉
県
新
座
市
野
火
止
一
丁
目
一
番
一
号 

三 

事
業
の
種
類 

 
 

新
座
都
市
計
画
道
路
事
業
三
・
四
・
八
号
東
久
留
米
・
志
木
線
（
埼
玉
県
新
座
市
石
神
一
丁 

 

目
地
内
） 

四 

裁
決
手
続
開
始
の
決
定
を
し
た
土
地
の
所
在
、
地
番
、
地
目
及
び
面
積 

 
 

土
地
の
所
在 

埼
玉
県
新
座
市
石
神
一
丁
目 

 
 

地 
 

 

番 

千
七
百
一
番
二 

 
 

地 
 

 

目 

登
記
簿 

畑 

 
 

 
 

 
 

 
 

現 

況 

雑
種
地 

 
 

面 
 

 

積 

登
記
簿 

五
百
五
十
二
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 
 

 
 

 
 

実 

測 

六
百
・
八
〇
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

裁
決
手
続
開
始
の
決
定
を
し
た
土
地
の
面
積 

五
十
七
・
三
二
平
方
メ
ー
ト
ル 

五 

土
地
所
有
者
の
氏
名
及
び
住
所 

 
 

氏 
 

 

名 

鈴 

木 

富 

夫 

 
 

住 
 

 

所 

埼
玉
県
新
座
市
石
神
二
丁
目
二
番
七
号 
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